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カ
ン
、
カ
ン
、
カ
ン
と
甲
高
い
拍
子
木
の
音
と

も
に
会
場
に
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
響
き
ま

し
た
。

　
子
ど
も
歌
舞
伎
「
義
経
千
本
桜
」
の
幕
が
上
が

り
ま
す
。

　
東
御
市
の
春
の
到
来
を
告
げ
る
祢
津
東
町
歌
舞

伎
公
演
。
４
月
29
日
、
四
年
ぶ
り
に
祢
津
日
吉
神

社
境
内
に
あ
る
東
町
歌
舞
伎
舞
台
で
開
か
れ
、
市

内
外
か
ら
約
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
祢
津
東
町
歌
舞
伎
の
歴
史
は
古
く
、
２
６
０
年

も
続
く
伝
統
芸
能
で
す
。
そ
の
歴
史
の
中
で
、
平

成
10
年
に
誕
生
し
た
祢
津
小
学
校
子
ど
も
歌
舞
伎

ク
ラ
ブ
は
今
年
で
結
成
25
年
を
迎
え
ま
す
。
地
域

の
文
化
の
継
承
や
歌
舞
伎
を
通
じ
た
学
校
と
地
域

の
交
流
を
目
的
と
し
、
歌
舞
伎
に
興
味
が
あ
る
児

童
17
人
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の
３
年

間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
、
公
演
が
で
き
ず
思
う
よ
う
な
ク
ラ
ブ
活
動
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
４
月
29
日
、
児
童
17
人
は
憧
れ
の
東
町
歌
舞
伎

舞
台
に
立
ち
堂
々
と
演
技
を
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
こ
の
４
月
に
東
部
中
学
校
へ
入
学
し
中
学
１

年
生
に
な
っ
た
皆
さ
ん
は
、
祢
津
小
学
校
歌
舞
伎

ク
ラ
ブ
の
役
者
と
し
て
伝
統
あ
る
舞
台
に
立
ち
演

じ
る
の
が
最
初
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
を
部
長
、
副
部
長
と
し
て
支
え
て
き
た

山や
ま

下し
た

咲さ
く

萊ら

さ
ん
と
石い

し
原は

ら
蕾つ

ぼ
み

さ
ん
に
こ
の
公
演
へ
の

想
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

山
下
／
小
学
校
４
年
生
の
時
に
友
達
に
誘
わ
れ
、

部
員
数
が
少
な
か
っ
た
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
思
い
入
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
東
町
歌
舞

伎
舞
台
で
の
公
演
は
入
部
し
て
か
ら
で
き
て
い

　４年ぶりに開催された、祢津東町歌舞伎公演。
　文化 14（1817）年に建設された県宝「祢津東
町歌舞伎舞台」で行われました。
　その伝統の舞台に憧れる、祢津小学
校子ども歌舞伎クラブを取材しました。

地元で愛される 地芝居

演目「義経千本桜」とは
　平家滅亡後の源

みなもとのよしつね
義経を軸として、生き残った平家の人々

の動向を描いており、この日演じた第一幕「渡
と

海
かい

屋
や

」、第
二幕「大

だい
物
もつ

浦
うら

」は、壇の浦の戦いで亡くなったと思われた
平
たいらのとももり

知 盛が、実は生きていて義経に復讐を企てるが叶わな
いという物語。

憧れの伝統舞台へ
3
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6
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ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
初
め
て
そ
の
舞
台
に
立
ち
演
技
す
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
かっ
た
で
す
し
、
伝
統
あ
る
舞
台

に
立
ち
演
技
す
る
こ
と
に
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
が
、
祢
津
東
町
歌
舞
伎
と
い
う
伝

統
芸
能
を
市
内
外
の
地
域
へ
少
し
ず
つ
で
も
広

め
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、
伝
統
の
継
承
と
い
う

面
で
、
こ
れ
か
ら
の
祢
津
地
区
、
ま
た
祢
津
小

学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
次
の
世
代
へ
繋
が
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

石
原
／
校
内
で
の
発
表
や
地
元
の
方
へ
の
発
表

も
含
め
、
４
月
29
日
の
祢
津
東
町
歌
舞
伎
公
演

に
向
け
て
、
去
年
の
６
月
か
ら
練
習
を
し
て
き

ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
東
町
歌
舞
伎
舞
台
で
の

公
演
、
ま
た
伝
統
あ
る
舞
台
に
立
て
る
こ
と
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
祢
津
地
区
で
続
く
伝
統
芸
能
を
引
き
継
い
で

い
く
、
そ
の
担
い
手
に
自
分
が
な
れ
て
い
る
こ
と
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
文
化
を
私
た
ち

の
代
で
終
わ
ら
す
の
で
は
な
く
、
次
の
世
代
の
担

い
手
へ
引
き
継
い
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　
祢
津
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
歌
舞
伎
は
、

市
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

　
い
ま
、
祢
津
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
児
童
た

ち
は
歌
舞
伎
を
保
存
・
伝
承
し
、
地
域
の
文
化
を

紡つ
む
い
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
人
た
ち
が
、
少
な
く
と
も
自
分
た
ち
の

身
近
に
あ
る
伝
統
芸
能
や
行
事
を
「
知
る
」
こ
と

が
、
そ
れ
に
関
心
を
持
ち
、
や
が
て
受
け
継
い
で

く
れ
る
次
の
世
代
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
取
材

を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

文
責
：
企
画
振
興
課
移
住
定
住
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

123456祢津東町歌舞伎舞台に立ち、堂々と義経千本桜を演じる、祢津小学校子
ども歌舞伎クラブの児童 17名による迫真の演技

789祢津小学校での全体
練習
⓾⓫⓬歌舞伎公演当日の東
町公民館での化粧風景

副部長
石原 蕾さん

部長
山下 咲萊さん
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第２弾
『
と
う
み
の
公
共
交
通
』

『
と
う
み
の
公
共
交
通
』

～
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
持
続
可
能
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
共
交
通
を
目
指
し
て
～

東
御
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の

施
策
の
内
容
に
つ
い
て

　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
環
境
を
構
築
す
る
た
め
の
計
画
目
標
や
施
策
等
を
、
全
4
回
に
わ

た
り
“
シ
リ
ー
ズ
『
と
う
み
の
公
共
交
通
』”
と
し
て
特
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
第
2

弾
と
し
て
施
策
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
東
御
市
地
域
公
共
交
通
計
画
は
、
次
の
理
念
と
３
つ
の
基
本
方
針
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。豊

か
で
し
あ
わ
せ
な
市
民
生
活
を
支
え
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
環
境
の
実
現

誰
も
が
安
心
し
て
使
い
や
す
い
移
動
手
段
と
し
て
の
公
共
交
通
の
構
築

地
域
交
流
を
促
進
し
、
地
域
に
活
力
を
与
え
る
公
共
交
通
の
構
築

多
様
な
連
携
に
よ
り
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
構
築

　
こ
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
令
和
５
年
度
～
令
和
14
年

度
ま
で
の
10
年
間
で
、
次
の
９
つ
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

目
標
：
自
治
体
間
を
連
絡
す
る
「
幹
線
交
通
」
の
維
持

施
策
①
：
鉄
道
路
線
・
高
速
バ
ス
の
維
持
・
強
化
に
向
け
た
利
用
促
進
策
の
検
討

都
市
間
・
地
域
間
移
動
を
担
う
鉄
道
路
線
網
お
よ
び
高
速
バ
ス
網
に
つ
い
て
、
市
内
の

根
幹
的
な
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
、
維
持
・
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 

交
通
事
業
者
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

継
続
実
施

目
標
：
定
時
定
路
線
バ
ス
の
利
便
性
向
上

施
策
②
：
定
時
定
路
線
バ
ス
の
運
行
経
路
お

よ
び
時
間
帯
の
見
直
し
検
討

定
時
定
路
線
バ
ス
は
、
人
口
動
向
や
利
用
意

向
、
需
要
を
考
慮
し
、
運
行
経
路
お
よ
び
運

行
時
間
帯
の
見
直
し
検
討
を
行
い
、
運
行
の

最
適
化
を
図
り
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 

交
通
事
業
者
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

令
和
５
年
度
（
利
用
実

態
に
よ
り
随
時
見
直
し
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
）

目
標
：
デ
マ
ン
ド
交
通
「
と
う
み
レ
ッ
ツ
号
」
の

利
便
性
向
上

施
策
③
：
デ
マ
ン
ド
交
通
の
効
率
化
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
導
入
の
検
討

デ
マ
ン
ド
交
通
「
と
う
み
レ
ッ
ツ
号
」
は
、
利
用

者
に
寄
り
添
っ
た
運
行
を
行
う
た
め
、
利
用
意
向

や
需
要
を
考
慮
し
、
先
端
技
術
の
導
入
を
推
進
し

利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 
交
通
事
業
者
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 
令
和
５
年
度

具
体
的
施
策
に
つ
い
て

基
本
理
念

基
本
方
針
１

基
本
方
針
2

基
本
方
針
3

基
本
方
針
１

誰
も
が
安
心
し
て
使
い
や
す
い
移
動
手
段
と
し
て
の
公
共
交
通
の
構
築

●
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課　
商
工
労
政
係　
☎
64

－

５
８
９
５
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基
本
方
針
ご
と
に
目
標
値
を
設
定
し
、
そ
の
基
本
方
針
の
達
成
状
況
や

施
策
の
効
果
を
把
握
・
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
次
号
は
、
本
年
度
に
取
り
組
む
「
定
時
定
路
線
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に

向
け
た
運
行
経
路
お
よ
び
時
間
帯
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

市ホームページ

目
標
：
中
心
拠
点
の
公
共
交
通
利
便
性
向
上
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出

施
策
④
：
M
a
a
S
※
等
に
よ
る
地
域
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
検
討

湯
の
丸
高
原
や
海
野
宿
等
の
観
光
振
興
、
田
中
駅
周
辺
地
区
の
「
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
」
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
観
光
や
商
業
と
連
携

し
た
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 

商
店
街
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

継
続
実
施

目
標
：
交
通
拠
点
の
乗
継
利
便
性
の
向
上

施
策
⑤
：
交
通
機
関
相
互
の
乗
り
換
え
環
境
の
改
善

自
転
車
や
バ
ス
、
自
動
車
等
か
ら
鉄
道
へ
の
乗
り
換

え
な
ど
、
交
通
機
関
相
互
の
乗
り
換
え
に
利
用
者
が

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

【
事
業
主
体
】 

交
通
事
業
者
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

随
時
実
施
（
鉄
道
等
の
時
刻
表

改
正
等
に
よ
る
）

目
標
：
公
共
交
通
を
補
完
す
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

施
策
⑥
：
来
訪
者
が
使
っ
て
み
た
く
な
る
移
動
手
段

の
提
供

市
内
の
観
光
地
を
結
ぶ
観
光
二
次
交
通
と
し
て
、
現

行
の
タ
ク
シ
ー
運
行
を
は
じ
め
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
新
た
な

交
通
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
移
動
の
楽
し
み
を

提
供
し
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 

交
通
事
業
者
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

継
続
実
施

※ 「M
obility as a Service

」
の
略
。
従
来
の
交
通
手
段・サ
ー
ビ
ス
に
、自
動
運
転
や
AI
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
掛
け
合
わ
せ
た
、
次
世
代
の
交
通
サ
ー
ビ
ス

目
標
標
：
み
ん
な
で
支
え
る
利
用
促
進
策
の
展
開

施
策
⑦
：
管
理
体
制
の
確
立
と
情
報
発
信
の
展
開

公
共
交
通
に
関
す
る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
、
積
極
的
に
案
内
・
提
供
し
な
が
ら
、
公

共
交
通
の
利
用
を
促
進
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
長
く
続
け
て
い
け
る

よ
う
、
多
様
な
関
係
者
と
連
携
し
た
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 

交
通
事
業
者
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

継
続
実
施

目
標
：
環
境
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
公
共
交
通
の
実
現

施
策
⑧
：
環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
交
通
政
策
の
検
討

本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
利
用
の
推
進
や
低
公
害
車
の
導
入
等

環
境
面
に
配
慮
し
た
交
通
施
策
の
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 

交
通
事
業
者
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

随
時
実
施
（
車
両
の
更
新
や
環
境
に
関
わ

る
他
関
連
政
策
等
に
よ
る
）

目
標
：
市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る
エ
リ
ア
に
対
す
る
移
動
の
創
出

施
策
⑨
：
地
域
協
働
に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
検
討

既
存
の
交
通
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る
エ
リ
ア
に
対
し
て
、

日
常
の
生
活
を
支
え
ら
れ
る
交
通
手
段
を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
協
働
に
よ
る
地
域
内

の
交
通
確
保
の
制
度
・
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

【
事
業
主
体
】 

地
域
住
民
・
市

【
事
業
検
討
時
期
】 

随
時
実
施
（
地
域
づ
く
り
や
高
齢
者
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
等
の
動
向

に
よ
る
）

基
本
方
針
2

基
本
方
針
3

地
域
交
流
を
促
進
し
、
地
域
に
活
力
を
与
え
る
公
共
交
通
の
構
築

多
様
な
連
携
に
よ
り
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
構
築

e-bike（電動アシスト付自転車）
出典：( 一社 ) 信州とうみ観光協会ホームページ

「バスのある便利で快適な暮らし」のイメージ
出典：国土交通省ホームページ

実証実験中の低速型 EV
を使用したバス型自動運
転車両（他自治体の事例）
出典：塩尻市ホームページ
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～
子
ど
も
の
困
っ
た
行
動
は
乳
幼
児
期
早
期
の
対
応
が
大
切
で
す
～

子
育
て
支
援
お
し
ゃ
べ
り
会
「
す
く
す
く
は
っ
ぴ
ー
♪
」
で

一
緒
に
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
？

　
乳
幼
児
期
の
お
子
さ
ん
の
子
育
て
を
す
る
中
で
、
生
活

リ
ズ
ム
が
安
定
し
な
い
、
夜
泣
き
が
ひ
ど
い
、
離
乳
食
や

食
事
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
、
動
画
や
ス
マ
ホ
を
長
時
間
見

た
が
る
、
か
ん
し
ゃ
く
が
激
し
い
、
人
を
叩
い
た
り
噛
ん

だ
り
す
る
な
ど
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
行
動
の
中
に
は

保
護
者
が
困
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
時
期
が
来
れ
ば
や
ら
な
く
な
る
は
ず
」「
今
は
イ
ヤ
イ

ヤ
期
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
思
っ
て
様
子
を
見
て
い
る

と
、
段
々
と
行
動
が
激
し
く
な
り
、
気
付
く
と
手
に
負
え

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
幼
い
う
ち
は
、
家
族
の
中
で
何
と
か
対
応
で
き
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
先
、
思
春
期
に
な
っ

た
と
き
に
は
問
題
が
複
雑
化
し
、
解
決
が
困
難
に
な
っ
た

り
す
る
リ
ス
ク
も
潜
ん
で
い
ま
す
。
乳
幼
児
期
早
期
に
関

わ
る
こ
と
で
改
善
や
軽
減
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
お
し
ゃ
べ
り
会
は
、
困
っ
た
行
動
の
改
善

の
た
め
の
関
わ
り
方
の
ヒ
ン
ト
や
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
少
し
で
も
困
り
ご
と
が
減
っ
て
、

安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
講
師
に
は
「
子
育
て
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
る
奥
田

健
次
先
生
と
、
そ
の
実
践
者
で
あ
り
、
公
認
心
理
師
の
笹

田
夕
美
子
先
生
を
お
招
き
し
ま
す
。

　
先
生
の
専
門
で
あ
る
行
動
分
析
学
に
基
づ
き
、
一
緒
に

お
子
さ
ん
の
様
子
や
困
り
ご
と
を
お
話
し
し
な
が
ら
、
解

決
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
は
イ
ヤ
イ
ヤ
期
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
、

い
つ
か
改
善
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

講
師
は
、行
動
分
析
学
を
専
門
と
す
る

セ
ラ
ピ
ス
ト
奥
田
健
次
氏
で
す

日 付 ７月１日（土）、10月14日（土）、12月９日（土）、令和６年３月９日（土）

講 師 奥田　健次 氏（専門行動療法士・臨床心理士）
笹田夕美子 氏（公認心理師）

時 間 13：30 〜 14：45
場 所 東部子育て支援センター（７月１日のみ北御牧公民館）
対 象 市内在住の令和３年４月〜令和４年９月生まれの子の保護者
定 員 各 15 組程度

申し込み

各１週間前までに子どもサポートセンターへ電話か子育て支援ポータルサ
イト「すくすくぽけっと」内の LINE 相談トーク画面でお申し込みください。
①すくすくはっぴー参加希望日、②お子さんの氏名と生年月日、③参加さ
れる方の氏名、④電話番号、⑤託児の有無をお知らせください。

※当日、参加いただけない場合でも、子育てにおいてお困りのことがあれば子どもサポートセンターにご相談ください。

食事を食べない
人を噛む・叩く

動画がやめられない

かんしゃくが激しい

危ない場面で手がつなげない

●申し込み・問い合わせ先　子どもサポートセンター（子ども家庭支援課）　☎71 －0450
　　　　　　　　　　　　　子育て支援ポータルサイト「すくすくぽけっと」LINE 相談
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〈広告欄〉 ※この広告は「東御市広告掲載要綱」に基づいて掲載しています。広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

　市民の皆さんがより便利に手続きができるよう、行政手続きのオンライン化を進めています。
　スマートフォンやパソコンをお持ちの方でインターネットに接続できる環境があれば、
いつでもどこからでも手続きを行うことができます。是非ご活用ください。
※ご利用にはマイナンバーカード、専用アプリのインストール等が必要となります。
※パソコンでご利用する場合は、カードリーダーが必要となります。

　詳細は右記二次
元コードからご覧
ください。

オンライン申請

オンライン請求
※交付手数料の他に郵便等送付に要する費用をご負担い
ただきます。また、オンライン請求で取得可能な枚数
等には限りがあります。

※郵送料は 25グラム以内で 84円です。重量を超えた
場合には追加負担をしていただきます。

※クレジットカードでのお支払いとなり
ます。

インターネットで行政手続きができます
24時間365日　いつでもどこからで

も

●問い合わせ先　総務課　情報推進係　☎75 －0905

制　度 手 続 き 名

児童手当

児童手当等の受給資格および児童手当の
額についての認定請求
児童手当等の額の改定の請求および届出
氏名変更／住所変更等の届出
受給事由消滅の届出
未支払の児童手当等の請求
児童手当等に係る寄附の申出
児童手当等に係る寄附変更等の申出
受給資格者の申出による学校給食費等の
徴収等の申出
受給資格者の申出による学校給食費等の
徴収等の変更等の申出
児童手当等の現況届

児童扶養手当 児童扶養手当の現況届

保　育

支給認定の申請
教育・保育給付認定兼保育施設等の利用
申込
保育施設等の現況届

母子保健 妊娠届

証明書の種類 交 付 手 数 料
住民票の写し 300 円／１通
所得・課税・扶養証明書 300 円／１通
固定資産評価証明書 300 円／１通
納税証明書 300 円／１通
軽自納税証明書（継続検査用） 無　料

制　度 手 続 き 名

介護保険

要介護・要支援認定の申請
要介護・要支援更新認定の申請
要介護・要支援状態区分変更認定の申請
居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）
依頼の届出
介護保険負担割合証の再交付申請
被保険者証の再交付申請
高額介護（予防）サービス費の支給申請
介護保険負担限度額認定申請
居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の
支給申請
居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給
申請
住所移転後の要介護・要支援認定申請

【対象手続き一覧】

【対象証明書一覧】

市ホームページ

詳細は右記二次元コードからご覧ください。 市ホームページ
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市
職
員
の
募
集

令
和
５
年
10
月
1
日
お
よ
び

令
和
６
年
4
月
1
日
採
用
予
定

１　
試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
、
受
験
資
格
等

○ 

令
和
５
年
10
月
1
日
採
用
予
定

○ 

令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定

試
験
区
分
お
よ
び

職
種

採
用
予
定

人
員

受　
験　
資　
格　
等

上　
級

（
社
会
人
）

行
政

若
干
名

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し
、
か
つ
、
民
間
企
業
等
の
職
務
経
験

が
５
年
以
上
あ
る
人

土
木

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
の
専
門
課
程
を
卒
業
し
、
か
つ
、
民
間
企
業
等

に
お
け
る
土
木
分
野
の
職
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
人

上　
級

(

既
卒)

行
政

若
干
名

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
人

土
木

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
の
専
門
課

程
を
卒
業
し
た
人

保　
健　
師

若
干
名

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格

を
有
し
て
い
る
人

社
会
福
祉
士

若
干
名

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
し
て
い
る
人

上　
級

（
新
卒
等
）

行
政

若
干
名

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
人
（
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

土
木

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
の
専
門
課

程
を
卒
業
し
た
人
（
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

を
含
む
。）

中　
級

（
新
卒
等
）
土
木

若
干
名

平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
短
期
大
学
ま
た

は
高
等
専
門
学
校
の
専
門
課
程
を
卒
業
し
た
人
（
令
和
６
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

保　
育　
士

若
干
名

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資
格

を
有
し
て
い
る
も
の
（
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
を
含
む
。）

２　
申
込
方
法

　
⑴　
提
出
書
類

　
　
①
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　
　
②
履
歴
書
（
総
務
課
で
交
付
す
る
履

歴
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
　
③
職
務
履
歴
書
（
上
級
社
会
人
へ
の

応
募
者
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
　
④
写
真
2
枚
（
提
出
書
類
①
お
よ
び

②
へ
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
⑵　
申
込
書
・
履
歴
書
用
紙
の
請
求

　
　
　
申
込
書
等
は
、
総
務
課
に
直
接
請

求
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ａ
4
サ
イ

ズ
の
普
通
紙
に
片

面
印
刷
）
し
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。

３　
受
付
期
間

 

　
５
月
22
日
（
月
）
か
ら
６
月
12
日

（
月
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
締
切

日
必
着
）

４　
第
一
次
試
験
日
場
所
等

　
　
◦
試
験
日　
７
月
９
日
（
日
）

　
　
◦
場　
　
所　
東
御
市
役
所

　
　
◦
試
験
内
容　
教
養
・
業
務
適
性
検

査
、
性
格
特
性
検
査
、

小
論
文

※
第
二
次
試
験
、
第
三
次
試
験
の
日
程
、

そ
の
他
試
験
に
関
す
る
詳
細
は
「
受
験

案
内
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

5　
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
込
書
提
出
先

　
　
総
務
課　
総
務
係

　
　
☎
64

−

５
８
７
６

新
任
の
教
育
委
員
、

公
平
委
員
の
紹
介

　
令
和
５
年
市
議
会
３
月
定
例
会
で
議
会

の
同
意
を
得
て
、
５
月
に
任
期
が
ス
タ
ー

ト
し
た
教
育
委
員
１
名
、
公
平
委
員
１
名

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
主
に
市
教
育
行
政
の
基
本
方
針
や
重
要

事
項
の
審
議
・
決
定
を
行
い
ま
す
。

任
期
／
令
和
５
年
５
月
19
日
～
令
和
９
年

５
月
18
日

■
教
育
委
員

 小
こばやし

林　利
り

佳
か

（西宮）

　
主
に
市
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に

対
し
て
審
査
・
判
定
を
行
い
ま
す
。

任
期
／
令
和
５
年
５
月
24
日
～
令
和
９
年

５
月
23
日

■
公
平
委
員

 宮
みや

原
はら

　則
のり

子
こ

（曽根）
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り
ま
し
た
。

　「
あ
り
が
と
う
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
よ
」
と
そ
の
男
子
生
徒
に
伝
え
る
と
、

ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

私
の
心
の
温
度
が
少
し
上
が
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
の
朝
、
ち
ょ
っ
と
早
く
に
学
校

へ
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
誰
も
居
な
い

と
思
っ
て
い
た
学
校
か
ら
、
話
し
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
家
族
で
学
級
花
壇
の

水
や
り
と
草
取
り
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
学
校
の
為
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
と
、「
い
い
家

族
だ
な
」
と
、
う
ら
や
ま
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　
決
し
て
楽
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

家
族
で
一
緒
に
汗
を
か
き
な
が
ら
作
業
を

行
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
会
話
よ
り
も
、
価

値
が
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
校
の
周
辺
に
は
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
が

多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
そ
の

危
険
性
か
ら
嫌
わ
れ
が
ち
で
す
。

　
あ
る
夏
の
豪
雨
の
時
、
体
育
館
の
軒
下

に
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
二
十
匹
ほ
ど
の
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

が
い
ま
し
た
。
激
し
く
降
る
雨
や
強
風
に

耐
え
な
が
ら
、
み
ん
な
で
身
を
寄
せ
、
自

身
の
体
を
盾
に
し
て
、
必
死
に
巣
の
中
の

幼
虫
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私

自
身
の
中
で
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
に
対
す
る

見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
県
外

で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
大
学
生
の
娘

の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　
あ
る
日
の
放
課
後
、
ち
ょ
う
ど
下
校
時

刻
に
激
し
い
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
晴
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
多
く
の

生
徒
は
傘
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
五
十
本
ぐ
ら
い
あ
る
貸
し
出
し
用

の
傘
を
出
し
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
そ
の
重
い
傘
箱
を
片
付
け
て
い

る
と
、
３
年
生
の
男
子
生
徒
が
近
づ
い
て

き
て
、
何
も
言
わ
ず
に
、
持
っ
て
い
た

傘
箱
を
取
り
、
片
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

朝
か
ら
と
っ
て
も
気
持
ち
い
い
気
分
に
な

家
庭
教
育
ア
ラ
カ
ル
ト 

～
心
の
温
度
が
上
が
る
と
き
～
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傘
を
運
ん
で
い
て
…

夏
休
み
の
朝
に

　
私
自
身
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
た
り
、

人
の
優
し
い
心
な
ど
に
触
れ
た
り
す
る
と
、

些
細
な
こ
と
で
も
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
い
た
だ
き
、
心
の
温
度
が
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
時
、
そ
の
思
い
を

誰
か
と
共
有
し
た
く
な
り
ま
す
。

　
心
の
温
度
が
上
が
っ
た
と
き
、
家
族
で

共
有
す
る
と
、
家
族
の
心
の
温
度
も
上
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

４
年
ぶ
り
に
開
催
決
定
！

２
０
２
３
雷
電
ま
つ
り

　
地
域
の
仲
間
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
グ

ル
ー
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
ク
ラ
ス
や

部
活
な
ど
、
有
志
の
仲
間
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
み
ん
な
で
踊
っ
て
盛
り
上
が

り
ま
し
ょ
う
。

申
込
締
切
▼
６
月
15
日
（
木
）
必
着

連
抽
選
会
▼
７
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～

連
抽
選
会
場
所
▼
中
央
公
民
館
３
階
講
堂

※
各
区
の
参
加
申
し
込
み
は
５
月
下
旬
に

各
区
へ
「
踊
り
連
参
加
申
込
書
」
を
配

布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

　
ス
テ
ー
ジ
の
演
奏
等
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
選
考
ま
た
は
抽
選
と
し
ま
す
。

申
込
締
切
▼
７
月
３
日
（
月
）
必
着

出
演
時
間
▼
午
後
２
時
45
分
～
午
後
５
時

頃
（
出
演
の
順
番
お
よ
び
演

奏
時
間
は
事
務
局
で
調
整
し

ま
す
）

出
演
場
所
▼
第
１
ス
テ
ー
ジ
（「
衣
料
セ

ン
タ
ー
た
な
か
」
前
）

ジ
ャ
ン
ル
▼
生
演
奏
、
踊
り
等

　
踊
っ
て
み
た
い
け
ど
連
に
は
参
加
し
て
い

な
い
、
そ
ん
な
方
は
、〝
飛
び
入
り
連
〟
に

お
友
達
や
ご
家
族
で
一
緒
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。
み
ん
な
で

踊
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
! !
申
し
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
、
本
部
前
か
飛

び
入
り
連
集
合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

　
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
踊
り
の
普
及
、
当

日
ま
で
の
準
備
会
議
、
当
日
の
運
営
を
一

緒
に
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
に
対
す
る
ア

イ
デ
ア
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
夏
祭
り
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
▼
８
月
５
日
（
土
）

場
所
▼
田
中
商
店
街　
　
踊
り
時
間
▼
午
後
６
時
～
午
後
８
時
15
分

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
雷
電
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
商
工
観
光
課
　
商
工
労
政
係

　
☎
64

－

５
８
９
５

踊
り
連
参
加
者
募
集

ス
テ
ー
ジ
参
加
者
募
集

飛
び
入
り
連
参
加
者
募
集

運
営
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

元
気
復
活
！

東
御
ど
す
こ
い

Ｓ
Ｕ
Ｎ 

Ｓ
Ｕ
Ｎ
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親
し
み
や
す
い
公
民
館
を
め
ざ
し
て

お
ら
ほ
の
歴
史
探
訪

　

表
題
を
見
て
、「
あ
れ
っ
？
」
と
思

わ
れ
た
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。「
刀

剣
の
ま
ち
」
は
坂
城
町
で
し
ょ
う
、
と

思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
あ
え
て
東
御

市
は
「
刀
剣
の
ま
ち
」
で
あ
る
と
言
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
古
代

か
ら
現
在
ま
で
様
々
な
刀
剣
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
優
れ
た
刀
匠
が
輩

出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

日
本
列
島
で
刀
剣
が
製
作
さ
れ
始
め

た
の
は
、
古
墳
時
代
か
ら
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
反
り
の
な
い
直ち

ょ
く
と
う刀

や
、
両も

ろ

刃は

の

剣つ
る
ぎ

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん

ど
が
神
事
に
使
用
さ
れ
た
り
、
古
墳
の

副
葬
品
に
す
る
よ
う
な
、
祭
神
具
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
和
地
区
・
祢
津
地
区
を

中
心
に
数
多
く
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
多
く
か
ら
刀
剣
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
旧
和
農
協
の
敷
地
に
あ
っ
た
上か

み

権ご
ん

田だ

古こ

墳ふ
ん

か
ら
発
見
さ
れ
た
「
頭か

ぶ

椎つ
ち

太た

刀ち

」

で
、
柄え

・
鍔つ

ば

・
刀と

う

身し
ん

の
一
部
を
欠
く
も

の
の
全
長
１
０
５
㎝
以
上
の
大
型
品
で

一
部
が
金
銅
装
で
す
。
発
見
後
、
当
時

の
東
京
帝
室
博
物
館
、
現
在
の
東
京
国

立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
同
様
な
太
刀
の
破
片
が
、
海
善
寺

東
御
市
文
書
館　

文
書
館
専
門
員　

堀
田
雄
二

地
籍
の
滋
野
神
社
の
南
側
に
あ
っ
た

八は
ち

幡ま
ん

社し
ゃ

前ま
え

古こ

墳ふ
ん

で
、
昭
和
24
年
に
行
わ

れ
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
ま
し
た
が
、

こ
の
種
類
の
太
刀
は
非
常
に
少
な
い
も

の
で
す
。

　

祢
津
西
宮
集
落
南
側
で
、
明
治

二
十
五
年
に
宅
地
に
石
垣
を
築
く

際
、
古ふ

る
　
み
　
た
ち
　
こ
　
ふ
ん

見
立
古
墳
か
ら
出
土
し
た

「
蕨わ

ら
び
て
と
う

手
刀
」
は
、
柄つ

か
が
し
ら頭

が
早さ

わ
ら
び蕨

の
様
に

屈
曲
し
て
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代

前
期
に
作
ら
れ
、
東
日
本
か
ら
北
海
道

に
多
く
発
見
さ
れ
、
西
日
本
で
は
ほ
と

ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
周
辺
で

は
長
和
町
で
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に

保
管
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
見

者
が
寄
贈
す
る
前
、
同
時
に
出
土
し
た

古
墳
時
代
の
飛ひ

燕え
ん

形が
た

鉄て
つ

鏃ぞ
く

と
小し

ょ
う
と
う
す

刀
子
と

共
に
絵
師
に
描
か
せ
た
掛
軸
が
、
そ
の

家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
～
室
町
時
代
の
文
物
は
あ
ま
り

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
宮
区
の
両も

ろ

羽は

神
社
の
本
殿
に
保
存
さ
れ
て
い
た
太
刀

は
、
北
御
牧
村
誌
編
さ
ん
時
の
調
査
で

発
見
さ
れ
、
専
門
家
の
鑑
定
に
よ
り
南

北
朝
時
代
を
下
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
、

あ
る
い
は
望
月
氏
が
奉
納
し
た
刀
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。（
続
く
）

※
今
号
か
ら
連
載
し
て
い
き
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

　

令
和
５
年
度
の
公
民
館
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
こ
の
３
年
間
は

様
々
な
利
用
制
限
や
活
動
の
自
粛
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
、
ご
不
自
由
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
５
月
８
日
を
も
っ

て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
「
５
類
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
東
御
市
公
民
館
で
は
こ

れ
ま
で
の
利
用
制
限
を
見
直
し
て
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
停
滞
し
て
い

た
学
び
の
場
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
講

座
運
営
の
支
援
や
、
新
た
な
講
座
開
設

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
市
報
と
う
み
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

【
公
民
館
利
用
制
限
の
解
除
に
つ
い
て
】

　

基
本
的
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
入
館
時
の

手
指
消
毒
な
ど
感
染
防
止
対
策
の
一
部

の
取
り
組
み
は
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
各
種
講
座
の
運
営
・
開
設
】

　

生
涯
学
習
講
座
等
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
い
た
講
座
に
つ
き
ま
し
て
は
予
定
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。
文
化
祭
・
発
表
会

等
も
従
来
の
規
模
で
再
開
し
ま
す
。
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
希
望
の
多
い

「
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座
」、
幅
広
い

世
代
が
参
加
で
き
る
講
座
（
１
回
完
結

講
座
）
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
親
子
向
け
講

座
」
も
内
容
を
更
に
工
夫
し
て
実
施
し

ま
す
。

｢

刀
剣
の
ま
ち
東
御
市｣

①

▲スマホ講座 ▲親子向け講座（飾り巻き寿司講座）
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【
全
体
評
】
令
和
４
年
度
の
分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
23
分
館
か
ら
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
分
館
事
業
が
縮
小
ま
た
は
中
止
と
な
る
中
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
り
運
営
方
法
を
工
夫
し
た
り
し
て
事
業
を
再
開
す
る
動
き
も
出
始
め
、

各
地
域
に
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
様
子
が
館
報
の
記
事
を
通
じ
て
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
審
査
で
は
、
構
成
や
記
事
の
内
容
に
工
夫
が
見
ら
れ
、

質
的
に
向
上
し
て
い
る
分
館
報
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
審

査
結
果
も
僅
差
と
な
っ
て
同
点
も
出
た
こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
１
館
多
い

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
分
館
報
を
担
当
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
分
館
の
中
に
は
入
賞
ま

で
あ
と
一
歩
の
館
が
多
数
あ
り
ま
し
た
の
で
今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の

は
「
分
館
報
あ
か
い
わ
」
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ａ
３
版

裏
表
の
新
聞
形
式
の
紙
面
に
は
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
効
果
的
に
配
置
さ

れ
て
お
り
思
わ
ず
読
ん
で
み
た
く
な
る
構
成
で
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
や
気
に
な
る
情
報
、
人
気
ア
プ
リ
の
紹
介
な
ど
時
代
を
意
識

し
て
、
幅
広
い
世
代
が
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
記
事
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
る
点
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ひ
と
手
間
か

か
り
ま
す
が
、
事
業
報
告
や
お
知
ら
せ
に
プ
ラ
ス
α
を
加
え
る
こ
と
で
、

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
館
報
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

令
和
4
年
度 

分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果
・
講
評

★最優秀賞★
赤岩分館

★
入
　
賞
★

中
屋
敷
分
館

★
入
　
賞
★

乙
女
平
分
館

★優秀賞★
御牧原北部分館

★
入
　
賞
★

日
向
が
丘
分
館

★優秀賞★
片羽分館

★優秀賞★
大石分館
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市
で
は
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
各
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

方
を
『
健
康
づ
く
り
推
進
員
』
と
し
て
委

嘱
し
、「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
つ
く
る
」

意
識
の
高
揚
と
、
家
族
・
地
域
の
健
康
づ

く
り
の
推
進
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
4
月
18
日
、
委
嘱
式
と
第
1
回
全
体
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
目

指
す
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
―
今
こ
そ
大
切

な
健
康
づ
く
り
推
進
員
活
動
―
」
と
題
し

て
、
社
会
疫
学
を
専
門
と
す
る
長
野
県
立

大
学
大
学
院
の
今
村
晴
彦
准
教
授
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
各
区
会
長
・
副
会
長
が
代

表
で
出
席
し
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
は
、「
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
役
割
は
、
健
康
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
学
び
、
地
域
に
お
裾
分
け
す
る
こ
と
」

「
健
康
に
つ
い
て
の
情
報
は
あ
ふ
れ
て
い

る
の
で
、
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で

よ
り
伝
わ
り
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
伝
え
る

こ
と
が
地
域
の
力
、
地
域
の
健
康
に
つ
な

が
る
」「
地
域
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
は

一
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
人
の
１

歩
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
に
「
保
健
補
導
員
」
か

ら
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
に
名
称
が
変

わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
年
度
か
ら
、

感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
地

域
で
の
活
動
を
再
開
し
て
い
き
ま
す
。
地

域
で
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
開
催
す
る
学

習
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
健
康
づ
く
り
や
運
動
不
足
解
消
、

子
ど
も
と
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
等
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

東
御
市
健
康
づ
く
り
推
進
員

委
嘱
式
・
全
体
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
保
健
課
　
健
康
増
進
係

　
☎
64

－

８
８
８
3

健
康
お
役
立
ち
動
画 

公
開
中Stay Healthy

健康お役立ち動画

で
年
間
20
万
円

•
家
庭
や
職
場
で
喜
ば
れ
る

•
喫
煙
場
所
を
探
さ
な
く
て
す
む

•
家
や
車
が
汚
れ
な
い

•
息
や
体
臭
が
く
さ
い
と
思
わ
れ
な
い

•
自
信
が
つ
い
て
人
生
が
変
わ
る　
な
ど

　
た
ば
こ
を
吸
う
と
気
分
が
落
ち
着
く
、

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
と
正
当
化
し
て
禁

煙
を
拒
む
時
は
、た
ば
こ
は
も
と
も
と「
無

価
値
」
な
も
の
と
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

で
、〝
心
の
癖
〟
を
改
善
で
き
ま
す
。

•
気
分
が
落
ち
着
く
の
は
、
神
経
毒
性
が

あ
り
血
管
を
老
化
さ
せ
、
ヘ
ロ
イ
ン
や

コ
カ
イ
ン
と
同
じ
依
存
性
の
あ
る
ニ
コ

チ
ン
が
原
因
な
の
で
、
人
の
体
に
と
っ

て
価
値
が
な
い

•
１
本
吸
う
の
に
約
５
分
、
１
箱
で
１
時

間
40
分
以
上
を
喫
煙
の
た
め
に
使
い
な

が
ら
、
１
本
吸
う
と
５
分
30
秒
、
１
箱

で
１
時
間
50
分
寿
命
を
縮
め
て
い
る

　
た
ば
こ
を
吸
っ
て
命
を
落
と
し
た
人
は

大
勢
い
ま
す
が
、
禁
煙
し
た
た
め
に
命
を

落
と
し
た
人
は
い
ま

せ
ん
。
禁
煙
を
真
剣

に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
素
敵
な
人
生
を

送
る
た
め
に
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
…
や
れ
そ
う
に
な
れ
る
情
報
②

　「
禁
煙
し
た
い
け
ど
、
や
め
ら
れ
な
い
」

喫
煙
者
の
な
か
で
も
、
た
ば
こ
を
「
や
め

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
約
28
％
、「
本

数
を
減
ら
し
た
い
」
人
は
約
30
％
い
ま
す
。

喫
煙
者
の
半
数
以
上
の
人
が
、
自
分
の
体

を
気
遣
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　「
た
ば
こ
は
体
に
悪
い
と
知
っ
て
い
な

が
ら
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
自
分
」
は

矛
盾
し
て
い
て
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
ず
、

気
持
ち
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
居
心
地
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
不
快
感
（
矛
盾
）
か
ら

逃
れ
る
た
め
に
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の

い
い
よ
う
に
考
え
「
吸
っ
て
い
て
も
長
生

き
で
き
る
人
が
い
る
」「
気
分
転
換
に
な

る
」
な
ど
と
言
い
訳
を
し
て
、
自
分
を
正

当
化
し
て
吸
い
続
け
て
し
ま
う
。
こ
れ
は

誰
に
で
も
あ
る
〝
心
の
癖
〟
で
す
。

　
も
し
禁
煙
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
吸
う

理
由
で
は
な
く
吸
わ
な
い
理
由
を
、
心
の

な
か
で
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
の
〝
心
の
癖
〟
に
向
き
合
う
た
め
の

解
消
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
「
吸
う
」
価
値
よ
り
「
吸
わ

な
い
」価
値
が
上
回
れ
ば
、気
持
ち
が「
吸

わ
な
い
！
」
に
傾
き
ま
す
。

•
た
ば
こ
代
が
節
約
で
き
る
➡
１
日
１
箱

健康保健課健康保健課
☎64-8883☎64-8883
文責
　（公財）身体教育
医学研究所

禁
煙
を
邪
魔
す
る〝
心
の
癖
〟

「
吸
わ
な
い
」価
値
を
見
つ
け
る

た
ば
こ
の「
価
値
を
な
く
す
」
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情
報
コ
ー
ナ
ー

　
ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
、

年
１
回
の
健
診
（
検
診
）
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

❖
各
種
が
ん
検
診
　

　
・
大
腸
が
ん
検
診

　
・
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
・
カ
メ
ラ
）

　
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
・
乳
が
ん
検
診

　
・
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
低
線
量
CT
検
査
）

❖
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診

・
特
定
健
診
　
令
和
５
年
度
に
40
～
74
歳

で
、
東
御
市
国
民
健
康
保
険
の
方

・
健
康
診
査
　
保
険
証
に
関
係
な
く
令
和

５
年
度
に
19
～
39
歳
に
な
る
方
で
、
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方

・
後
期
高
齢
者
健
診
　
令
和
５
年
度
に
75

歳
以
上
の
方
で
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
改
め

て
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
市
の
補
助
は
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
東
御

市
国
保
特
定
健
診
の
ど
ち
ら
か一
方
し
か

申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※
特
定
健
診
は
40
～
74
歳
の
方
に
対
し
保
険

証
の
発
行
元
が
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
東

御
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
、
保
険

証
の
発
行
元
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一
般
歯
周
病
検
診

定
期
的
に
歯
と
口
の
健
康
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
　

対
象
者
　
令
和
５
年
度
中
に
30
・40
・50
・

60
・
70
歳
に
な
る
市
民

受
診
票
　
対
象
の
方
に
は
受
診
票
を
郵
送

し
ま
す
。
（
お
一
人
年
１
回
の
み
）

実
施
期
限
　
令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で

検
診
料
　
５
０
０
円

妊
婦
歯
周
病
検
診

体
調
が
安
定
し
て
い
る
時
期
（
５
～
７
カ

月
）
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
　

　
対
象
者
　
妊
娠
の
届
け
出
を
さ
れ
た
市
内

在
住
の
妊
婦

　
受
診
票
　
妊
娠
届
の
提
出
の
際
に
受
診
券

を
交
付
し
ま
す
。（
妊
娠
期
間
中
１
回
有
効
）

　
検
診
料
　
無
料

❖
受
診
方
法
等
（
共
通
）

受
診
予
約
　
通
知
に
あ
る
実
施
医
療
機
関

へ
電
話
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
ま
す
。

持
ち
物
　
受
診
票
、健
康
保
険
証
、検
診
料

（
一
般
歯
周
病
検
診
）

そ
の
他
　
検
診
の
結
果
、治
療
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
は
別
途
治
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

受
診
前
に
必
ず
検
温
し
、発
熱
等
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
受
診
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
国
民
が
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
健
全
な
食
生
活
を
日
々
実
践
し
、

お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
や
環
境
を
持
続
可

能
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

国
が
作
成
し
た
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計
画

で
、
毎
年
６
月
を
「
食
育
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
食
を
め
ぐ
る
現
状
・
課
題
と
し
て

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
食
生
活
を
実
践

す
る
国
民
を
増
や
す
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
食・主
菜・副
菜
の
そ
ろ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
は
、死
亡
の
リ
ス
ク
低
下
と
関
係

す
る
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。朝

食
は
野
菜
や
た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
し
が
ち
で

す
。ト
マ
ト
や
チ
ー
ズ
な
ど
、調
理
が
必
要
な

く
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
取
り
入
れ
て
、主
食・

主
菜・副
菜
の
そ
ろ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
日

本
脳
炎
等
を
媒
介
す
る
蚊
（
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ

カ
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
等
）
は
、
10
月
頃

ま
で
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

❖
蚊
（
ボ
ウ
フ
ラ
）
の
発
生
を
防
ぐ

・
家
の
周
り
に
、
蚊
が
産
卵
し
や
す
い

「
水
溜
り
」
を
作
ら
な
い
。

❖
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

・
網
戸
は
き
ち
ん
と
閉
め
て
、
家
の
中
に

侵
入
さ
せ
な
い
。

・
蚊
取
り
線
香
や
蚊
取
り
マ
ッ
ト
、
忌
避

剤
（
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
）
を
使
う
。

・
屋
外
で
の
作
業
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン

を
着
用
す
る
。

❖
感
染
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
医
療
機
関
へ

・
蚊
に
刺
さ
れ
た
数
日
後
に
発
熱
、発
疹
等

の
症
状
が
出
た
ら
、医
師
に
相
談
す
る
。

お
知
ら
せ

６
月
は
食
育
月
間

蚊
に
よ
る
感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

 

令
和
５
年
度
各
種
検
診
・
健
康
診
査
HP

６
月
４
日
～
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

☎…電話　Ⓕ…FAX　　…Ｅメール　 HP …市ホームページ
●参加費、申し込み等は、必要な場合のみ記載しています。

問
／
健
康
保
健
課
　

　
　
　
健
康
増
進
係
　

☎
64
︱
８
８
８
３

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係
　
☎
64
︱
８
８
８
２

市ホームページ

問
／
健
康
保
健
課
　

　
　
　
　
　
　
保
健
係
　
☎
64
︱
８
８
８
２

　
　
　
　
健
康
増
進
係
　
☎
64
︱
８
８
８
３

問
／
健
康
保
健
課
　

　
　
　
　
　
　
保
健
係
　
☎
64
︱
８
８
８
２
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家
の
中
や
寝
て
い
る
間
で
も
熱
中
症
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
や
高

齢
者
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

❖
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
。

・「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」発
表
時
に
は
、

日
中
の
外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
。

・
外
出
時
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
な

る
べ
く
日
陰
を
歩
く
。

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
い
、
室
温
を

こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
通
気
性
、
吸
湿
性
、
速
乾
性
の
あ
る
衣

服
を
着
用
す
る
。

❖
症
状
と
対
処
方
法

《
軽
度
》
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
こ
む
ら

　
　
　
　返
り
、
大
量
の
汗

　
→
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
安
静
に
し
て

　
　
水
分
を
補
給
す
る
。

《
中
度
》
頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ
る
い
、

　
　
　
　集
中
力
や
判
断
力
の
低
下

　
→
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
安
静
に
し
て

　
　
体
を
冷
や
す
。
水
分
と
塩
分
を
補
給
す

　
　
る
。自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、症
状
の
改

　
　
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
受
診
さ
せ
る
。

《
重
度
》
意
識
が
な
い
、
意
識
障
害
、
ろ
れ

　
　
　
　つ
が
回
ら
な
い
、
け
い
れ
ん
、
運

　
　
　
　動
障
害
。

　
→
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
、
救
急
車
を

　
　
呼
ぶ
。
涼
し
い
場
所
へ
移
動
さ
せ
、
衣

　
　
服
を
ゆ
る
め
て
体
を
冷
や
す
。

❖入場料（１回につき）（午前・午後の入替制）
　３歳以上中学生以下……100円
　一般（高校生以上）……300円
❖入場時間　午前９時30分～午後０時30分
　　　　　　午後１時30分～午後５時
❖市民プール専用電話　☎62−0625
　開設期間中（７月８日（土）～８月27日（日））のみ。

　
薬
物
乱
用
は
１
回
で
も「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
６
月
26
日
は
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
、

６
月
20
日
～
７
月
19
日
は
薬
物
乱
用
を
防
止

す
る
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普
及
運
動
期

間
で
す
。
薬
物
の
乱
用
は
心
と
体
を
む
し
ば

み
、
生
活
と
人
間
関
係
を
破
壊
し
ま
す
。
違

法
な
薬
物
や
怪
し
い
薬
に
は
断
固
と
し
て
手

を
出
さ
な
い
、
強
い
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

❖
薬
物
依
存
、
乱
用
防
止
の
相
談
窓
口

　
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
︱
２
６
６
︱
０
２
８
０

　
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
　☎

25
︱
７
１
４
９

　
市
議
会
で
は
本
会
議
・
全
員
協
議
会
・
委

員
会
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
・
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の

傍
聴
に
は
委
員
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
開
会
時
刻
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
左
記
ま
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

月日 開会時刻 傍聴できる会議等
６月２日（金）

午前９時

本会議（議会開会）
８日（木） 全員協議会
13日（火）
～14日（水） 本会議（一般質問）

15日（木） 本会議（総括質疑）
16日（金）
～20日（火）
※土日は休会　

常任委員会

22日（木） 予算決算特別委員会
26日（月） 午後１時30分 本会議（議会閉会）

熱
中
症
の
予
防
と
対
処
方
法

開設期間　令和５年７月８日㈯～８月27日㈰

❺

市民プール無料券市民プール無料券
入場時間　午前９時30分～午後０時30分
　　　　　午後１時30分～午後５時

（1枚につき一名様限り）

一般（大人用）

開設期間　令和５年７月８日㈯～８月27日㈰

❺

市民プール無料券市民プール無料券
入場時間　午前９時30分～午後０時30分
　　　　　午後１時30分～午後５時

（1枚につき一名様限り）

一般（大人用）

市民プール７月８日（土）オープン

覚
せ
い
剤
、
麻
薬
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

東
御
市
議
会
６
月
定
例
会

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問／（特非）東御市スポーツ協会（第一体育館内）☎62−2200
　　（文化・スポーツ振興課　スポーツ係）

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係
　
☎
64
︱
８
８
８
２

環境省熱中症予防情報

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係☎

64
︱
８
８
８
２

問
／
議
会
事
務
局
　
　
　
☎
64
︱
５
８
１
０
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情 報 コ ー ナ ー

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課
設
立
に
伴
い
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
窓
口
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

各
種
届
出
や
所
得
状
況
届
の
提
出
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
旧
】
福
祉
課
福
祉
推
進
係

　
（
受
付
：
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

【
新
】
子
ど
も
家
庭
支
援
課
子
ど
も
政
策
係

　
（
受
付
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
１
階
）

❖
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

・
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
満

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し

く
は
母
（
所
得
の
高
い
方
）、ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
居
親
族
の
所
得
が
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
１
日
よ
り
、
「
児
童
手
当

現
況
届
」
が
原
則
、
提
出
不
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

❖
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方

・
令
和
４
年
度
の
現
況
届
で
所
得
上
限
に

よ
っ
て
受
給
資
格
が
喪
失
し
た
が
、
令

和
５
年
度
所
得
が
上
限
額
以
下
の
方

・
引
き
続
き
提
出
が
必
要
な
方
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❖
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
支
給
日

・
支
給
予
定
日
　
６
月
９
日
（
金
）

・
支
払
内
容
　
２
月
～
５
月
分（
４
カ
月
分
）

・
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
支
給
日
以
降

に
口
座
の
入
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
５
月
１
日
か
ら
、祢
津
地
区
の

伊
勢
原
区
担
当
の
民
生
児
童
（
福
祉
）
委
員

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
前
任
者
　
荒あ

ら
い井

　
静し

ず
え江

　
新
任
者
　
西に

し
が
き垣

　
真ま

ゆ

み
由
美

　
　（
任
期
　
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で)

　
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
期
間
に
よ
っ
て

掛
金
が
異
な
る
た
め
、
金
融
機
関
で
の
加
入

手
続
き
は
、
６
月
29
日
（
木
）
ま
で
と
な
り

ま
す
。
６
月
30
日
（
金
）
日
以
降
加
入
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
15
歳
未
満
の
方
（
平
成
20
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
方
）
は
、
自
動
加
入
の

た
め
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
共
済
対

象
期
間
と
な
り
ま
す
。

❖
支
給
対
象
者

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等

②
①
以
外
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

子
育
て
世
帯

③
食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
し
た
子
育
て
世
帯

※
対
象
と
な
る
児
童
の
範
囲
は
、
令
和
６
年

３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満
の
児
童
（
障

害
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）

❖
給
付
額
　
児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

❖
給
付
方
法
　
給
付
方
法
が
決
ま
り
次
第
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
申
請

が
必
要
な
方
は
通
知
文
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
支
給
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❖短期割引による掛金一覧表（15歳以上の方）
共済加入期間 共済掛金

令和５年６月29日以前の加入手続き
　　　（10カ月～12カ月） 400円

令和５年６月30日～９月29日加入手続き
　　　（７カ月～９カ月） 300円

令和５年９月30日～12月30日加入手続き
　　　（４カ月～６カ月） 200円

令和5年12月31日～令和６年３月30日加入　
手続き
　　　（１カ月～３カ月）

100円

民
生
児
童
（
福
祉
）
委
員
の
変
更

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
付
窓
口
が

変
わ
り
ま
す

児
童
手
当
現
況
届
・
支
給
日
の

お
知
ら
せ

HP

東
北
信
市
町
村
交
通
災
害
共
済
加
入

手
続
き

令
和
５
年
度
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係☎

64
︱
８
８
８
８

 

子
ど
も
家
庭
支
援
課
　
子
ど
も
政
策
係

☎
64
︱
５
８
１
４

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係☎

64
︱
８
８
８
８

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係☎

64
︱
８
８
８
８

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係☎

64
︱
８
８
８
８

　
　
・
問
／
健
康
保
健
課
　
健
康
増
進
係

☎
64
︱
８
８
８
３

問
／
生
活
環
境
課
　
生
活
安
全
係

　
☎
64
︱
５
８
９
６

市ホームページ

情 報 コ ー ナ ー

   

家
の
中
や
寝
て
い
る
間
で
も
熱
中
症
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
や
高

齢
者
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

❖
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
。

・「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」発
表
時
に
は
、

日
中
の
外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
。

・
外
出
時
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
な

る
べ
く
日
陰
を
歩
く
。

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
い
、
室
温
を

こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
通
気
性
、
吸
湿
性
、
速
乾
性
の
あ
る
衣

服
を
着
用
す
る
。

❖
症
状
と
対
処
方
法

《
軽
度
》
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
こ
む
ら

　
　
　
　返
り
、
大
量
の
汗

　
→
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
安
静
に
し
て

　
　
水
分
を
補
給
す
る
。

《
中
度
》
頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ
る
い
、

　
　
　
　集
中
力
や
判
断
力
の
低
下

　
→
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
安
静
に
し
て

　
　
体
を
冷
や
す
。
水
分
と
塩
分
を
補
給
す

　
　
る
。自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、症
状
の
改

　
　
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
受
診
さ
せ
る
。

《
重
度
》
意
識
が
な
い
、
意
識
障
害
、
ろ
れ

　
　
　
　つ
が
回
ら
な
い
、
け
い
れ
ん
、
運

　
　
　
　動
障
害
。

　
→
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
、
救
急
車
を

　
　
呼
ぶ
。
涼
し
い
場
所
へ
移
動
さ
せ
、
衣

　
　
服
を
ゆ
る
め
て
体
を
冷
や
す
。

❖入場料（１回につき）（午前・午後の入替制）
　３歳以上中学生以下……100円
　一般（高校生以上）……300円
❖入場時間　午前９時30分～午後０時30分
　　　　　　午後１時30分～午後５時
❖市民プール専用電話　☎62−0625
　開設期間中（７月８日（土）～８月27日（日））のみ。

　
薬
物
乱
用
は
１
回
で
も「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
６
月
26
日
は
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
、

６
月
20
日
～
７
月
19
日
は
薬
物
乱
用
を
防
止

す
る
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普
及
運
動
期

間
で
す
。
薬
物
の
乱
用
は
心
と
体
を
む
し
ば

み
、
生
活
と
人
間
関
係
を
破
壊
し
ま
す
。
違

法
な
薬
物
や
怪
し
い
薬
に
は
断
固
と
し
て
手

を
出
さ
な
い
、
強
い
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

❖
薬
物
依
存
、
乱
用
防
止
の
相
談
窓
口

　
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
︱
２
６
６
︱
０
２
８
０

　
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
　☎

25
︱
７
１
４
９

　
市
議
会
で
は
本
会
議
・
全
員
協
議
会
・
委

員
会
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
・
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の

傍
聴
に
は
委
員
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
開
会
時
刻
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
左
記
ま
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

月日 開会時刻 傍聴できる会議等
６月２日（金）

午前９時

本会議（議会開会）
８日（木） 全員協議会
13日（火）

～14日（水） 本会議（一般質問）

15日（木） 本会議（総括質疑）
16日（金）

～20日（火）
※土日は休会　

常任委員会

22日（木） 予算決算特別委員会
26日（月） 午後１時30分 本会議（議会閉会）

熱
中
症
の
予
防
と
対
処
方
法

開設期間　令和５年７月８日㈯～８月27日㈰

❺

市民プール無料券市民プール無料券
入場時間　午前９時30分～午後０時30分
　　　　　午後１時30分～午後５時

（1枚につき一名様限り）

一般（大人用）

開設期間　令和５年７月８日㈯～８月27日㈰

❺

市民プール無料券市民プール無料券
入場時間　午前９時30分～午後０時30分
　　　　　午後１時30分～午後５時

（1枚につき一名様限り）

一般（大人用）

市民プール７月８日（土）オープン

覚
せ
い
剤
、
麻
薬
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

東
御
市
議
会
６
月
定
例
会

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問／（特非）東御市スポーツ協会（第一体育館内）☎62−2200
　　（文化・スポーツ振興課　スポーツ係）

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係
　
☎
64
︱
８
８
８
２

環境省熱中症予防情報

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係☎

64
︱
８
８
８
２

問
／
議
会
事
務
局
　
　
　
☎
64
︱
５
８
１
０
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東御市シティプロモーションロゴマークを活用してみませんか
みなさんの事業や商品に市のロゴマークを

活用してみてはいかがですか。
使用のための申請が必要になりますので
市ホームページをご覧ください。

●�／企画振興課　移住定住・シティプロモーション係　☎71－6790

❖
内
容
　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ

っ
て
検
定
満
期
（
８
年
）
ご
と
の
交
換
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
該
当
す
る

方
に
は
、
お
知
ら
せ
の
ハ
ガ
キ
「
水
道
メ

ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
交
換
に
つ
い
て
」

を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
交
換
は
市
が

依
頼
し
た
『
水
道
指
定
工
事
業
者
』
が
、

無
料
で
行
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

❖
実
施
期
間
　
６
月
中
旬
〜
11
月
中
旬

❖
内
容
　
水
道
本
管
お
よ
び
水
道
メ
ー
タ
ー

ま
で
の
給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
に
伴
い
、
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
と
腕
章
を
身
に
着
け
た
調
査
員
が
、

宅
地
内
に
立
ち
入
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
こ
の
漏
水
調
査
は
、
水
道
メ
ー

タ
―
か
ら
家
屋
内
の
水
道
管
の
調
査
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❖
実
施
期
間
　
６
月
中
旬
〜
10
月
下
旬

❖
調
査
対
象
地
区
　

　
八
重
原
・
羽
毛
山
地
区
・
田
中
地
区

❖
新
増
築
調
査

　
税
務
課
職
員
が
訪
問
し
て
床
面
積
や
建

物
内
部
・
外
部
の
仕
様
等
を
確
認
し
、
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
基
礎
と
な
る

「
評
価
額
」
を
算
出
し
ま
す
。

　
対
象
　
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
新
増

　
　
　
　
築
さ
れ
た
家
屋

❖
現
地
照
合
調
査

　
固
定
資
産
税
の
公
平
・
公
正
な
課
税
の

た
め
、
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事

項
と
現
地
の
状
況
を
照
合
す
る
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
　

　
対
象

①
家
屋
が
未
調
査
で
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
家
屋

②
既
に
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
家
屋

※
調
査
に
あ
た
る
税
務
課
職
員
は
名
札
を

着
用
し
、
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
路
や
側
溝
に
落
ち
葉
や
石
、
ご
み
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
る
と
、
大
雨
の
際
に
水
路
と

し
て
の
機
能
が
阻
害
さ
れ
、
水
害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
る
前
に
身
近
に
あ
る

水
路
が
、
降
雨
に
よ
る
増
水
時
に
十
分
機
能

す
る
よ
う
に
点
検
し
、
必
要
に
よ
っ
て
は
掃

除
や
草
刈
り
を
す
る
な
ど
、
保
全
・
管
理
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
用
用
排
水
路
に
つ
い
て
は
、利

用
す
る
耕
作
者
等
が
日
頃
か
ら
点
検・管
理

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。農
地
周
り
の
用
水

路
や
排
水
路
等
を
事
前
に
見
回
り
点
検
し
、

地
元
の
改
良
区
や
水
利
組
合
、周
辺
の
方
々

と
連
携
し
た
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
落
ち
葉
や
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
の
詰
ま
り

・
生
垣
や
庭
木
な
ど
枝
の
張
り
出
し

・
草
刈
し
た
後
の
草
が
流
れ
て
、
桝(

ま
す)

に
詰
ま
っ
て
い
る

・
土
砂
や
泥
の
堆
積

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

水
道
漏
水
調
査
の
実
施

固
定
資
産
の
調
査

梅
雨
の
時
期
を
前
に
水
路
等
の
保
全

･

管
理
の
お
願
い

問
／
上
下
水
道
課
　
水
道
係
　
☎
64
︱
５
８
８
４

問
／
上
下
水
道
課
　
水
道
係
　
☎
64
︱
５
８
８
４

問
／
税
務
課
　
資
産
税
係
　☎
62
︱
１
１
１
１

（
内
線
１
１
７
１
・
１
１
７
２
）

問
／
道
路
の
側
溝
等
に
つ
い
て
　

　
　
建
設
課
　
管
理
係
　
☎
64
︱
５
８
９
２

　
　
農
業
用
用
排
水
路
等
に
つ
い
て
　

　
　
農
林
課
　
耕
地
林
務
係
　
☎
64
︱
５
８
９
８
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一
瞬
に
し
て
尊
い
命
や
、
大
切
な
財
産
を

奪
う
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
な

ど
の
土
砂
災
害
の
大
半
は
、
長
雨
や
大
雨
が

引
き
金
と
な
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

❖
対
象

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
手
さ
れ
た
、

一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）

❖
無
料
で
耐
震
診
断
！

　
木
造
耐
震
診
断
士
が
、
現
地
調
査
と
所
有

者
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
等
に
基
づ
き
、

住
宅
の
耐
震
性
能
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

❖
最
大
１
０
０
万
円
の
助
成
を
活
用
！

　
耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
壁
・
柱
・

梁
お
よ
び
基
礎
な
ど
の
補
強
に
よ
り
、
一

定
の
強
度
が
得
ら
れ
る
工
事
お
よ
び
、
耐

震
性
を
確
保
す
る
た
め
の
現
地
建
替
え
に

つ
い
て
も
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

❖
申
込
期
限

　
耐
震
診
断
　
11
月
30
日
（
木
）

　
耐
震
改
修
　
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
　
　
　
　
さ
い
。

　
市
で
は
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
特
に
農
業
振
興
を
図

っ
て
い
く
地
域
を
「
農
業
振
興
地
域
」
と
し

て
、
優
良
農
地
の
保
全
・
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。
こ
の
「
農
業
振
興
地
域
」
の
農
用
地

（
農
振
農
用
地
）
を
転
用
し
て
農
業
以
外
の

目
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
や

む
を
得
ず
住
宅
な
ど
の
他
の
目
的
に
利
用
し

た
い
場
合
は
、
農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
次
の
と
お
り
、
農
振
農
用
地
の
除
外
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
農
振
農
用
地
以

外
へ
の
転
用
計
画
の
あ
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

❖
申
請
期
間
　

　
７
月
18
日
（
火
）
〜
31
日
（
月
）

❖
申
請
書
類
　
左
記
窓
口
で
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。

❖
注
意
事
項

　
除
外
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
除
外

後
に
他
の
農
地
へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
や
、

農
地
転
用
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
等
が
必

要
で
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

❖
農
薬
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点

・
農
薬
の
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る

使
用
方
法
等
を
守
り
、
農
作
物
や
人
畜
、

地
域
の
生
活
環
境
や
動
植
物
へ
害
を
及

ぼ
さ
な
い
。

・
散
布
時
は
、
周
辺
住
民
に
周
知
を
し
た

う
え
で
時
間
帯
に
配
慮
し
、
周
囲
に
飛

散
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
散
布
す
る
。

・
農
薬
を
取
り
扱
う
際
は
、
防
護
衣
や
マ

ス
ク
等
を
着
用
す
る
。

・
ほ
場
の
面
積
等
を
勘
案
し
、
薬
液
は
余

ら
な
い
よ
う
に
必
要
量
を
調
整
す
る
。

・
散
布
後
は
防
除
機
具
等
の
洗
浄
を
十
分

行
う
と
と
も
に
、
洗
浄
水
は
河
川
等
へ

流
出
さ
せ
な
い
。

・
不
要
と
な
っ
た
農
薬
は
、
放
置
せ
ず
に

専
門
の
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る
等
、

適
切
に
処
分
す
る
。

・
最
終
有
効
年
月
を
過
ぎ
た
農
薬
を
使
用

し
な
い
。

・
防
除
日
誌
に
記
帳
す
る
。

こ
ん
な
時
は
要
注
意
　
　
　
　
　
　
　

　
・
急
に
川
の
水
が
黒
く
濁
っ
た

　
・
山
鳴
り
が
す
る

　
・
裏
山
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
と
小
石
が
落
ち
て

　
　
い
る
　
　
　
　
　
　
　

　
土
砂
災
害
は
、
降
り
続
い
た
雨
の
量
が
多

く
な
る
と
発
生
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
普
段
と
違
う
状
況
を
発
見
し
た
り
、
危

な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
の
備
え
や
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
確

認
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
避
難
所
・
土
砂
災
害
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
民
課
窓

口
・
総
務
課
防
災
係
（
東
御
消
防
署
内
）
で

も
無
料
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
市
内

の
降
水
量
等
気
象
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
気
象
庁
等
が
発
表
す
る
情
報
と

あ
わ
せ
て
、
地
域
の
防
災
情
報
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

HP

避難所・土砂災害
ハザードマップ

東御市の天気・
防災気象情報

長野県河川砂防
情報ステーション

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う

農
振
農
用
地
除
外
申
請

農
薬
は
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

問
／
建
設
課
　
管
理
係
　
☎
64
︱
５
８
９
２

総
務
課
　
防
災
係
　
☎
62
︱
０
１
１
９

　
　
・
問
／
建
設
課
　
住
宅
係
　

☎
64
︱
５
８
８
２

問
／
農
林
課
　
農
政
係
　
☎
64
︱
５
８
９
４

問
／
農
林
課
　
農
政
係
　
☎
64
︱
５
８
９
４

申
込
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❖
日
時
　
６
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

❖
場
所
　
田
中
商
店
街

❖
内
容
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
マ
ル
シ
ェ
、

音
楽
演
奏
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
手
作
り

体
験
な
ど
。
他
に
も
楽
し
い
催
し
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
、
駐
車
場
な
ど
詳
細
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
６
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
　
研
修
室
１

❖
内
容
　
読
み
聞
か
せ
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
の
基
本
講
座
で
す
。
読
み
聞
か
せ
活
動

を
す
る
中
で
の
疑
問
・
悩
み
に
、
経
験
豊

富
な
講
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

❖
講
師
　
豊と

よ
し
ま嶋

　
さ
お
り 

氏
（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
絵
本
専
門
士
）

❖
定
員
　
16
名

❖
申
し
込
み
　
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
毎
年
６
月
23
日
～
29
日
は
、
『
男
女
共
同

参
画
週
間
』
で
す
。

❖
日
時
　
６
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
　
講
堂

❖
講
演
　「
東
御
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
」

❖
講
師
　
藻も

た
に谷

　
ゆ
か
り 

氏

❖
そ
の
他
　
託
児
の
み
６
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
６
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

　
　
　
　
（
受
付
　
午
後
５
時
30
分
）

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
講
義
室

❖
演
題
　
「
共
に
生
き
る
と
は
何
か
」

　
～
繰
り
返
さ
れ
る
『
言
葉
の
暴
力
』
を

　
　
食
い
止
め
る
た
め
に
～

❖
講
師
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 D

ialogue 
for People

副
代
表
　
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
　
安や

す
だ田

　
菜な

つ

き
津
紀 

氏

　
代
表
的
な
郷
土
食
の
お
や
き
を
手
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

❖
日
時
　
７
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
受
付

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
１
階
　
調
理
室

❖
献
立
　
お
や
き
（
湯
ご
ね
お
や
き
、
タ
ン

サ
ン
ま
ん
じ
ゅ
う
）

❖
材
料
費
　
５
０
０
円

❖
定
員
　
16
名
（
親
子
は
１
組
と
し
ま
す
）

❖
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

り
用
容
器

❖
申
し
込
み
　
６
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
爆
音
器
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点

　
・
住
宅
か
ら
お
お
む
ね
１
０
０
ｍ
以
上
離

　
　
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
・
午
後
７
時
～
午
前
５
時
の
間
は
使
用
し

　
　
な
い
。

　
・
可
能
な
限
り
、
爆
音
器
の
鳴
動
間
隔
を

　
　
あ
け
て
設
定
す
る
。

※
騒
音
発
生
防
止
の
た
め
、
爆
音
器
の
使

用
を
可
能
な
限
り
控
え
、
防
鳥
ネ
ッ
ト

や
電
気
柵
等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
気
柵
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助

制
度
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

❖
市
民
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い

　
爆
音
器
は
、
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止

の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　
む
や
み
に
爆
音
器
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
読
書
講
座

男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会

人
権
学
習
会

第
２
回
　
郷
土
食
料
理
講
習
会

催
し

第
４
回
　
田
中
ま
ち
な
か

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

爆
音
器
の
使
用
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

HP

問
／
農
林
課
　
農
政
係
　
☎
64
︱
５
８
９
４

問
／
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
委
員
会

　
　
事
務
局
　
（
商
工
観
光
課
　
商
工
労
政
係
　

☎
64
︱
５
８
９
５
）

tm
arket1034@

gm
ail.com

　
　
・
問
／
市
立
図
書
館

☎
64
︱
５
８
８
６

申
込

　
　
・
問
／
人
権
同
和
政
策
課
　
男
女
共
同

　
　
　
　
　
参
画
係
　
　
☎
64
︱
５
９
０
２

申
込

問
／
人
権
同
和
政
策
課
　
人
権
同
和
政
策
係

　
☎
64
︱
５
９
０
２

　
　
・
問
／
と
う
み
食
の
風
土
記
編
纂
委
員
会

　
荻
原
　
☎
67
︱
２
３
２
１

（
健
康
保
健
課
　
保
健
係
）

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

❖開講期間　６月～令和６年２月（各講座月１～２回開講）
　※開催曜日は学校行事などによって変更になる場合があります。
❖申込期限　６月12日（月）
❖場　　所　中央公民館２階　講義室
❖受 講 料　2,000円（別途教材費徴収あり）
❖申込方法　電子申請でお申し込みください。
　　　　　　（先着順）※５名以上で開講
❖持ち物　筆記用具、ノート、水分補給用水筒（全講座）

講 座 名　ぼくもわたしも生活博士！
　お家で役立つ、生活の知恵を学びましょう。
対　　象　小学１年生～６年生
開催曜日　月１回（第２土曜日）
時　　間　午前９時30分～午前11時30分
講　　師　森

もり

　まり子
こ

 先生
定　　員　15名

講 座 名　初めての将棋
　将棋の初歩を学び、友だち同士で対局を楽しみましょう。
対　　象　小学１年生～６年生　　
開催曜日　月２回（第２・4土曜日）
時　　間　午前９時30分～午前11時30分
講　　師　小

こやま

山　 泰
たいじ

治 先生
定　　員　10名

講 座 名　毛筆習字をやってみよう！
毛筆の練習をして、かっこいい文字を書いてみま
しょう。
対　　象　小学１年生～中学３年生　　
開催曜日　月２回（第１・３土曜日）
時　　間　午前９時30分～午前11時30分
講　　師　菊

きくはら

原　恵
え み こ

美子 先生、栗
くりはら

原　陽
ようこ

子 先生、
　　　　　土

つちや

屋　桃
ももえ

江 先生 、山
やまざき

崎　澄
すみえ

恵 先生
定　　員　40名
持 ち 物　習字用具一式（持っている方）、書道半紙、
　　　　　新聞紙3枚、墨拭き用布切れ
※道具がない人は、２Ｂまたは４Ｂの鉛筆、自由帳、
　サインペン

講 座 名　こどもの料理教室
クッキー・ケーキ・ゼリーなどのおやつと簡単な
料理を自分で作ってみましょう。
対　　象　小学３年生～６年生　　
開催曜日　月１回（第３土曜日）
時　　間　午前９時30分～正午
講　　師　竹

たけむら

村　洋
ようこ

子 先生、臼
うすだ

田　朝
あさこ

子 先生
定　　員　15名
持 ち 物　エプロン、三角巾、
　　　　　手を拭くハンカチ
材 料 費　300円（毎回）

講 座 名　茶
ちゃどう

道こども教室
茶道を体験して、日本の伝統文化に触れてみましょう。
対　　象　小学４年生～６年生
開催曜日　月１回（第１日曜日）
時　　間　午前９時30分～正午
講　　師　小

こばやし

林　宗
そうぶん

文 先生、村
むらまつ

松　宗
そうあつ

敦 先生、
　　　　　白

しらい

井　宗
そうせつ

雪 先生、五
ご み ゆ み こ

味由美子 先生
定　　員　８名
持 ち 物　手を拭くハンカチ、白いソックス

講 座 名　季節のお花を生けよう
季節のお花を生けたり、アレンジしたりして、
お家に飾りましょう。
対　　象　小学１年生～６年生
開催曜日　月１回（第１土曜日）
時　　間　午前９時30分～午前11時30分
講　　師　宮

みやじま

嶋　千
ちはる

春 先生
定　　員　10名
持 ち 物　花バサミ、新聞紙（１日分）、エプロン
材 料 費　初回のみ材料費1,500円（オアシス代等）
　　　　　２回目以降は花代として毎回700円

❖開講式および第１回講座
日　時　６月17日（土）
　　　　午前９時30分
場　所　中央公民館２階　講義室

　※開講式終了後に、第１回目の講座を
　　行います。

いきいき子ども講座受講生募集 HP

ながの電子申請
サービス

　　・問／生涯学習課　社会教育・公民館係　☎64−5885申込
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情 報 コ ー ナ ー

❖
日
時
　
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
８
時
～
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
５
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
　
講
堂

❖
定
員
　
各
回
先
着
15
名

❖
講
師
　
ぺ
い
　
ま
り 

氏

❖
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、
水
分
、
運
動
の
で
き
る
服
装

❖
受
講
料
　
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

❖
申
し
込
み
　
６
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時

〜
28
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
、
左
記

電
子
申
請
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
で
で
き
な
い
場
合
、
左
記
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

❖
開
催
日
・
場
所
・
内
容

　
７
月
４
日
（
火
）
中
央
公
民
館

　
「
ス
マ
ホ
の
基
本
」

　
７
月
13
日
（
木
）
祢
津
公
民
館

　
「
ス
マ
ホ
の
基
本
」

　
７
月
18
日
（
火
）
中
央
公
民
館

　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
」

　
７
月
27
日
（
木
）
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
」

❖
定
員
　
各
回
10
名

❖
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時
30
分

❖
講
師
　
株
式
会
社
　
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ツ

❖
持
ち
物
　
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

❖
申
し
込
み
　
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
７
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
１
階
　
パ
ソ
コ
ン
室

❖
内
容
　
キ
ャ
ン
バ
を
使
っ
て
か
わ
い
い
チ

ラ
シ
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
み
よ

う
！

❖
定
員
　
親
子
５
組
（
先
着
順
）

❖
対
象
　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん

　
※
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
OK
。

❖
参
加
要
件
　
グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
お

持
ち
の
方
、
ス
マ
ホ
操
作
が
で
き
る
方

❖
講
師
　
エ
ミ
ー
ル
キ
ッ
チ
ン
　

　
　
　
　
古ふ

る
た田

　
絵え

み美 

氏

❖
持
ち
物
　
ス
マ
ホ
、
筆
記
用
具
、
お
子
さ

ん
に
必
要
な
も
の
（
お
や
つ
な
ど
）

❖
申
し
込
み
　
６
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時

〜
28
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
、
左
記

電
子
申
請
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
完
了
通
知
が
届
い
た
と
こ
ろ
で
、
受

付
完
了
で
す
。

❖
そ
の
他
　
グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
必
ず
パ
ス
ワ
ー
ド
等
準
備

の
う
え
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
（
車
イ
ス
対
応
）
で
行

く
日
帰
り
バ
ス
旅
行
で
す
。
ま
た
、
旅
行
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
し
ま
す
。

❖
日
時
　
６
月
30
日
（
金
）

　
集
合
　
午
前
８
時
20
分
　

　
午
前
８
時
30
分
発
～
午
後
５
時
頃
着（
予
定
）

❖
行
先
　
大
町
・
安
曇
野
方
面

　
・
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
北
ア
ル
プ
ス
信
濃

　
の
森
工
場

　
・
大
王
わ
さ
び
農
場
　
他

❖
募
集
対
象
　
　

・
65
歳
以
上
で
、
家
族
だ
け
で
の
外
出

（
旅
行
等
）
が
困
難
な
人
（
車
イ
ス
程

度
）
と
そ
の
家
族
（
対
象
者
一
人
で
の

参
加
も
可
）

・
参
加
者
の
見
守
り
や
付
き
添
い
（
車
い

す
操
作
程
度
）
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

❖
募
集
定
員
　
対
象
者
18
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
７
名
程
度

❖
参
加
費
　
一
人
３
０
０
０
円（
昼
食
代
含
）

❖
申
し
込
み
　
６
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、

左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他
　
　
　

・
旅
行
先
の
施
設
や
ト
イ
レ
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
で
す
。

・
希
望
者
に
は
福
祉
車
両
に
て
ご
自
宅
ま

で
の
送
迎
も
行
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
簡
単
ス
マ
ホ
教
室

キ
ャ
ン
バ
講
座

夏
ヨ
ガ
教
室

（
タ
イ
の
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
）
HP

HP

高
齢
者
・
楽
し
い
思
い
出
作
ろ
う
会

問
／
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係

　
☎
64
︱
５
８
８
５

７月１日講座申し
込みフォーム

７月５日講座申し
込みフォーム

ながの電子申請
サービス

問
／
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育・公
民
館
係

☎
64
︱
５
８
８
５

　
　
・
問
／
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ツ

☎
63
︱
１
０
１
０

（
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係
）

申
込

　
　
・
問
／
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
係

☎
62
︱
４
４
５
５

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

❖
日
程

①
７
月
13
日
（
木
）
大
切
な
命
　

　「
命
の
価
値
を
も
う一度
考
え
る
」

②
７
月
20
日
（
木
）
支
え
る
命
　

　「
自
殺
の
心
と
向
き
合
う
」

③
７
月
27
日
（
木
）
あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　「
大
切
な
人
の
悩
み
に
気
づ
く・支
え
る
」

❖
時
間
　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
保
健
セ
ン
タ
ー

❖
講
師
　
佐
久
大
学
看
護
学
部
教
授
　

　
　
　
　
朴ぱ

く

　
相さ

ん
じ
ゅ
ん俊 

氏

❖
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）
　

❖
申
し
込
み
　
７
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
、

左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
６
月
30
日
ま
で

に
保
健
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他
　

・
東
御
こ
こ
ろ
の
む
き
あ
い
ネ
ッ
ト
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・
原
則
全
て
の
回
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　

　
　
甲
種
／
７
月
13
日
（
木
）、14
日
（
金
）

　
　
（
乙
種
防
火
管
理
講
習
は
13
日
の
み
）

　
　
両
日
と
も
、
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分
ま
で

❖
場
所
　
丸
子
文
化
会
館

❖
内
容
　
多
く
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
ま

た
は
居
住
す
る
建
物
に
は
、
収
容
人
員
に

よ
り
、
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
防
火
管
理
者
の
資
格
（
甲

種
・
乙
種
）
を
付
与
す
る
講
習
で
す
。

❖
定
員
　
50
名
（
先
着
順
）

❖
受
講
料
　
講
習
日
徴
収
　

　
甲
種
４
０
０
０
円
、
乙
種
３
０
０
０
円

　
（
上
田
地
域
防
火
協
会
会
員
は
半
額
）

❖
申
し
込
み
　
６
月
13
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら
消
防
本
部
予
防
課
、
ま
た
は
丸
子
・

真
田
・
東
御
・
依
田
窪
南
部
消
防
署
の
窓

口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
７
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
頃

　
集
合
：
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
駐
車
場
　

　
　
　
　
午
前
８
時
50
分

❖
行
き
先
　
蓼
科
高
原

　
・
バ
ラ
ク
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

　
（
英
国
式
庭
園
の
散
策
）

　
　
四
季
折
々
の
植
物
の
組
み
合
わ
せ
を
楽

し
め
る
癒
し
の
空
間
。
花
々
の
優
し
い
色

と
香
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
音
無
の
湯
（
昼
食
・
入
浴
）

　
　
美
肌
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
る
１
０
０
％

源
泉
掛
け
流
し
の
天
然
温
泉
で
す
。

❖
対
象
者
　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

　
※
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
※
要
介
護
の
方
が
、
入
所
施
設
や
病
院
を

　
長
期
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
除

　
き
ま
す
。

❖
定
員
　
10
名

❖
参
加
費
　
１
０
０
０
円

❖
申
し
込
み
　
６
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
、

左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他
　
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
　

❖
日
時
　
７
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
頃

❖
視
察
先
　
市
外
視
察
は
初
夏
の
安
曇
野
を

訪
ね
ま
す
。
ち
ひ
ろ
美
術
館
、
碌ろ

く

山ざ
ん

美
術

館
等
を
巡
り
、
大
王
わ
さ
び
農
場
も
視
察

し
ま
す
。

❖
定
員
　
20
名
程
度
（
先
着
順
）

❖
申
し
込
み
　
下
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他
　
詳
細
は
受
付
後
、
通
知
で
連
絡

し
ま
す
。
入
館
料
・
昼
食
代
等
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

❖
日
時
　
７
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
頃

❖
場
所
　
湯
の
丸
高
原
（
池
の
平
周
辺
・
ア

ス
リ
ー
ト
食
堂
・
プ
ー
ル
他
）
　

❖
内
容
　
池
の
平
・
三
方
ヶ
峰
周
辺
散
策
→

ア
ス
リ
ー
ト
食
堂
（
食
事
体
験
）
→
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
見
学

❖
講
師
　
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

各
施
設
担
当
者
　
他
　
　

❖
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

❖
申
し
込
み
　
下
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他
　

　
・
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て
移
動
し
ま
す
。

　
・
昼
食
代
（
１
５
０
０
円
）
を
当
日
集
金

　
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
ろ
う
！

〜
心
の
声
に
気
づ
く
力
、
命
の
大
切
さ
を

伝
え
る
力
を
学
び
ま
せ
ん
か（
全
３
回
）～

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理

新
規
資
格
取
得
講
習
会

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流
会

湯
の
丸
高
原
の
自
然
散
策
と
施
設
見
学

安
曇
野
美
術
館
め
ぐ
り

市
民
大
学
講
座
②
・
③

　
　
・
問
／
健
康
保
健
課

　
　
　
　
　
保
健
係

☎
64
︱
８
８
８
２

申
込

甲種・乙種防火管理者
新規資格取得講習会

　
　
・
問
／
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
係

☎
62
︱
４
４
５
５

申
込

　
　
・
問
／
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公

民
館
係
　
　
☎
64
︱
５
８
８
５

申
込

こころのむきあい
ネット

　
　
・
問
／
東
御
消
防
署
　
予
防
係
　

☎
62
︱
０
１
１
９

　
　
　
　
　
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
予
防
課
　
　
☎
26
︱
０
０
２
９

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

※この広告は「東御市広告掲載要綱」に基づいて掲載しています。広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。〈広告欄〉

　「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」コ
ー

ス
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
湯
の
丸
高
原
で
体

験
ウ
オ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
！

❖
開
催
日
時
　
７
月
23
日（
日
）午
前
10
時
～

❖
内
容
　
傾
斜
地
形
を
活
か
し
た
コ
ー
ス
を
、

心
拍
数
や
体
表
面
温
度
を
管
理
し
な
が
ら

歩
く
こ
と
で
よ
り
高
い
運
動
効
果
を
実
感

で
き
る
新
た
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
法
で
す
。

　
「
普
段
の
散
歩
で
は
物
足
り
な
い
」
「
心

身
と
も
に
健
康
に
な
り
た
い
」
と
い
う
方

に
お
す
す
め
で
す
！

❖
参
加
条
件
　
健
康
面
で
問
題
の
な
い
方

（
血
圧
が
基
準
値
を
超
え
て
い
る
場
合
、

参
加
で
き
な
い
事
が
あ
り
ま
す
）

❖
持
ち
物
・
服
装
　
歩
き
や
す
い
靴
、
温
度

調
節
し
や
す
い
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

雨
具
、
飲
み
物
、
虫
よ
け
グ
ッ
ズ
等

❖
募
集
定
員
　
15
名
程
度
（
申
込
順
）

❖
日
時
　
９
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

❖
場
所
　
東
御
市
文
化
会
館

❖
対
象
　
昭
和
49
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
49

年
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
こ
れ
以
前
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
、

こ
れ
ま
で
に
金
婚
祝
賀
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

❖
申
し
込
み
　
８
月
２
日
（
水
）
ま
で
に
、

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他

・
申
し
込
み
を
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、
後

日
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

❖
開
催
日
　
７
月
６
日
、
９
月
７
日
、

　
10
月
５
日
、
11
月
９
日
、
12
月
７
日

　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

❖
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

❖
場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
　
研
修
室
１

❖
内
容
　
賢
治
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の

か
を
読
み
解
き
ま
す
。

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
講
座
内
容
が
変
更

と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

❖
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
講
座
の
全

日
程
に
参
加
で
き
る
方

❖
講
師
　
稲い

な
が
き垣

　
勇ゆ

う
い
ち一 

氏

❖
定
員
　
20
名

❖
申
し
込
み
　
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

❖
参
加
費
　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

❖
応
募
方
法
　
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
「
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か

ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

❖
応
募
期
限
　
６
月
30
日
（
金
）
午
後
11
時

59
分
ま
で

❖
そ
の
他
　
当
日
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有

日本クアオルト研究所提供

「
ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

体
験
ウ
オ
ー
ク
の
参
加
者
募
集

HP

令
和
５
年
度
　
金
婚
祝
賀
式

図
書
館
講
座
『
宮
沢
賢
治
を
読
む
』

問
／
商
工
観
光
課
　
観
光
係
　
　

☎
64
︱
５
８
９
５ ながの電子申請

サービス

　
　
・
問
／
福
祉
課
　
高
齢
者
係

☎
75
︱
５
０
９
０

申
込

　
　
・
問
／
市
立
図
書
館  

☎
64
︱
５
８
８
６

申
込
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❖
日
時
　
７
月
25
日
（
火
）
　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

❖
場
所
　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
２
階

　
会
議
室

❖
内
容
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
に
腐
葉
土
等
を

詰
め
、
そ
こ
に
生
ご
み
を
入
れ
て
堆
肥
化

処
理
す
る
方
法
を
学
び
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
代

の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

❖
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
基

材
等
は
、
無
料
で
す
。

❖
申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
７
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
～
午
後
８
時
30
分

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
１
階
　
調
理
室

❖
定
員
　
先
着
20
名

❖
講
師
　O

hisam
a

料
理
教
室
　

　
　
　
　
王お

お
わ
し鷲

　
美み

ほ穂 

氏

❖
献
立
　
手
羽
先
の
粒
マ
ス
タ
ー
ド
和
え
、

常
備
菜
に
も
な
る
『
や
み
つ
き
き
ゅ
う
り

の
お
漬
物
』

❖
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

り
容
器
、
食
器
を
拭
く
布
巾
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物

❖
受
講
料
　
１
２
０
０
円
（
材
料
費
込
）

❖
申
し
込
み
　
６
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時

〜
28
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
左
記
電

子
申
請
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付

完
了
通
知
が
届
い
た
と
こ
ろ
で
、
受
付
完

了
で
す
。

❖
そ
の
他

・
未
就
学
児
は
安
全
確
保
の
た
め
不
可
と

し
ま
す
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
７
月
19
日
（
水
）
よ

り
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
で
き
な
い
場
合
、
左
記
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
８
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
15
分
～
正
午

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
１
階
　
調
理
室

❖
定
員
　
先
着
親
子
20
名

❖
講
師
　
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん

❖
献
立
　
あ
ん
こ
・
き
り
ぼ
し
・
か
ぼ
ち
ゃ

の
お
や
き

❖
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

り
容
器
、
食
器
を
拭
く
布
巾
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物

❖
受
講
料
お
よ
び
材
料
費
　
１
２
０
０
円

❖
申
し
込
み
　
６
月
８（
木
）午
前
９
時
〜
28

日（
水
）午
後
５
時
ま
で
に
左
記
電
子
申
請

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。受
付
完
了
通

知
が
届
い
た
と
こ
ろ
で
、受
付
完
了
で
す
。

❖
そ
の
他
　

・
未
就
学
児
は
安
全
確
保
の
た
め
不
可
と

し
ま
す
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
７
月
28
日
（
金
）
よ

り
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
で
き
な
い
場
合
、
左
記
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

❖
開
催
日
　
７
月
〜
11
月
（
全
５
回
）

　
毎
月
第
２
木
曜
日
（
予
定
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
（
２
時
間
程
度
）

❖
場
所
　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

❖
内
容
　

　
　
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご
み
減
量
等
に
取

り
組
む
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　
・
東
御
市
の
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て

・
ご
み
の
削
減
や
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
等
に

つ
い
て

・
市
内
施
設
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
生

ご
み
処
理
施
設
等
）
の
見
学

　
・
市
外
施
設
の
見
学

　
・
生
ご
み
堆
肥
化
実
習
　
等

❖
募
集
人
員
　
８
名
程
度

❖
申
し
込
み
　
６
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
、

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他
　

　
　
回
数
、
日
時
、
内
容
に
つ
い
て
は
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程

や
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

講
習
会

夏
の
お
つ
ま
み
料
理
講
座

夏
休
み
こ
ど
も
料
理
教
室

HP

HP

ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

　
　
・
問
／
生
活
環
境
課
　
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
係
（
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

☎
・
Ⓕ
63
︱
６
８
１
４

申
込

問
／
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係

　
　
☎
64
︱
５
８
８
５

問
／
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係

　
　
☎
64
︱
５
８
８
５

ながの電子申請
サービス

ながの電子申請
サービス

　
　
・
問
／
ご
み
減
量
３
Ｒ
推
進
委
員
会
事

　
　
　
　
　
務
局

　
生
活
環
境
課
　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係

（
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

☎
・
Ⓕ
63
︱
６
８
１
４

clean-center@
city.tom

i.nagano.jp

申
込
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❖
趣
旨
　
市
の
上
下
水
道
事
業
の
運
営
等
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
上
下
水

道
事
業
運
営
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

❖
応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
令
和
５
年
４

月
１
日
現
在
満
20
歳
以
上
の
方

❖
任
期
　
２
年
間
（
令
和
５
年
９
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
８
月
31
日
ま
で
）

❖
募
集
人
数
　
５
名
以
内

❖
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
上
下
水
道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
持
参
・
郵
送
可
）

　
　
応
募
用
紙
は
、
上
下
水
道
課
窓
口
ま
た

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て
く

だ
さ
い
。

❖
選
考
方
法
　
応
募
内
容
を
総
合
的
に
考
慮

し
て
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
、
応
募

者
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

❖
応
募
期
限
　
６
月
30
日
（
金
）

　
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
熱
い
思
い
を
持
つ
委
員
が
、
幸
せ
と

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
行
政
と
相
互
理
解
と
信
頼
の

も
と
、
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
を
提
案
し

実
践
し
て
い
く
会
議
で
す
。

　
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

❖
募
集
資
格
　

・
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
、
令
和

５
年
４
月
１
日
現
在
満
18
歳
以
上
の
方

・
毎
月
の
定
例
会
（
第
３
火
曜
日
午
後
６

時
30
分
～
午
後
８
時
）
に
参
加
で
き
る

方

❖
応
募
方
法
　

　
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、
応
募
動
機
を
左

記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
形
式
等
は
問
い
ま
せ
ん
。

❖
選
考
方
法
　

　
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
う
え
で

選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
応
募
期
限
　
６
月
30
日
（
金
）

　
北
御
牧
市
民
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、
今
年
も

公
募
絵
画
展
「
北
御
牧
を
描
く
」
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
今
年
も
あ
な
た
の
お
気
に
入
り

の
北
御
牧
の
風
物
を
自
由
な
手
法
で
描
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

❖
開
催
期
間
　

　
11
月
５
日
（
日
）
〜
12
月
３
日
（
日
）

❖
場
所
　
北
御
牧
庁
舎
市
民
交
流
サ
ロ
ン

❖
応
募
資
格
　
高
校
生
以
上

❖
作
品
の
規
格
等
　
額
装
し
た
平
面
作
品

　
（
仮
縁
を
含
む
・
画
材
は
問
わ
な
い
）

　
絵
画
の
サ
イ
ズ
20
号
（
長
辺
７
２
７
㎜
）

以
内

❖
申
し
込
み
　

　
10
月
10
日
（
火
）
〜
20
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
左
記
へ
直

　
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
土
・
日
曜

　
日
を
除
く
）

❖
搬
入
　
11
月
３
日（
金・祝
）、
４
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

❖
入
選
作
品
の
表
彰
式
　
12
月
３
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

❖
搬
出
　
12
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

❖
そ
の
他
　
こ
の
公
募
展
の
賞
は
、
来
場
者

の
投
票
で
決
ま
り
ま
す
。
副
賞
に
は
、
地

元
特
産
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
の
畜
産
農
家
が
生
産
す
る

堆
肥
の
農
地
へ
の
還
元
を
促
進
す
る
た
め
、

堆
肥
を
購
入
さ
れ
た
方
へ
の
補
助
金
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

❖
補
助
対
象
　
市
内
の
家
畜
飼
養
場
で
生
産

し
た
、
家
畜
の
排
せ
つ
物
を
利
用
し
た
堆

肥
を
市
内
の
農
地
に
施
用
す
る
場
合

❖
交
付
対
象

　
※
左
記
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
購
入
し
た
堆
肥

を
自
ら
の
農
業
、
植
物
の
栽
培
等
に
利

用
さ
れ
る
方

・
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
販
売
者
か
ら
堆
肥
を
購
入
し
た
方

❖
補
助
率
　
堆
肥
の
購
入
額
の
15
％
（
年
度

　
内
で
３
万
円
が
上
限
）
。

❖
申
請
方
法
　
堆
肥
を
購
入
後
、
販
売
者
か

ら
申
請
書
類
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
お
よ
び
販
売
者
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
堆
肥
を
購
入
し
た
日
と
同
じ
年
度
内

（
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日
ま
で)

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集

東
御
市
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

委
員
募
集

市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
委
員
募
集

第
三
回「
北
御
牧
を
描
く
」作
品
募
集

堆
肥
活
用
事
業
補
助
金

補
助
金

HP

HP

　
　
・
問
／
上
下
水
道
課
　
業
務
係

☎
71
︱
９
１
０
０

　
　
・
問
／
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
　

　
　
　
　
　
委
員
長
　
小
夫

☎
０
９
０
︱
１
６
９
６
︱
８
２
２
９

obu@
xj8.so-net.ne.jp

（
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係
）

　
　
・
問
／
北
御
牧
市
民
交
流
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
運
営
委
員
会
事
務
局

☎
67
︱
１
０
１
０

（
地
域
づ
く
り
支
援
室
）

応
募

応
募

申
込

申
請
　
　
・
問
／
農
林
課
　
農
政
係

　
☎
64
︱
５
８
９
４

市ホームページ

市ホームページ
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金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金
の
融
資
を
受
け

た
保
護
者
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す

方
は
教
育
資
金
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

❖
交
付
対
象

①
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
で
１
年
以
上

市
内
に
居
住
し
、
引
き
続
き
市
内
に
住

所
を
有
す
る
方

②
令
和
５
年
度
の
市
民
税
の
課
税
総
所
得

金
額
（
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
が
あ

る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）
が
３
５
０
万

円
以
下
で
あ
る
方

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
課
税
総
所
得
金
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て

は
、
条
件
に
よ
り
一
定
額
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

❖
利
子
補
給
対
象
期
間

教
育
施
設
（
高
等
学
校
や
大
学
等
で
就
業

年
限
が
２
年
以
上
）
へ
入
学
し
た
年
の
４

月
か
ら
正
規
の
修
業
年
限
を
満
了
す
る
年

の
３
月
ま
で

❖
支
払
利
子
の
算
定
対
象
期
間

令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
の
間

に
支
払
っ
た
利
息
が
対
象
で
す
。

❖
対
象
教
育
資
金
限
度
額

　
学
生
一
人
に
つ
き
３
０
０
万
円

❖
利
子
補
給
率
（
上
限
）
２
・
５
０
％

❖
申
請
期
限
　
令
和
６
年
３
月
29
日
（
金
）

○
期
日
／
６
月
24
日（
土
）～
７
月
１
日（
土
）

○
駐
車
場
／
大
川
区
区
民
広
場

　
　
　
　
（
和
郵
便
局
そ
ば
）

○
ア
ク
セ
ス
／
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン(

下
大
川
）

信
号
を
上
が
り
、
最
初
の
交
差
点
の
一
角
。

○
そ
の
他
／

・
本
年
度
も
式
典
は
行
い
ま
せ
ん
。
直
接

現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
期
間
中
は
担
当
者
が
午
後
８
時
～
午
後

９
時
ま
で
区
民
広
場
に
待
機
し
て
ご
案

内
し
ま
す
。

地
域
の
歴
史
探
訪
　
第
１
回 

日
吉
神
社
と
辰
巳
の
馬
場

○
日
時
／
６
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～

○
集
合
／
祢
津
公
民
館

○
講
師
／
と
う
み
歴
史
研
究
会
員
　

　
　
　
　
宮
澤
才
治

知
的
好
奇
心
の
考
古
学
講
座
　
第
２
回

　
（
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催
）

○
日
時
／
６
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～

○
会
場
／
東
御
市
中
央
公
民
館
　
７
号
教
室

○
内
容
／
70
カ
所
以
上
の
発
掘
調
査
で
出
会

っ
た
遺
跡
や
発
掘
調
査
の
四
方
山
話
、
発

掘
調
査
方
法
の
解
説
、
拓
本
な
ど
の
実
技

演
習
講
座

○
講
師
／
と
う
み
歴
史
研
究
会
員
、
東
御
市

　
文
書
館
学
芸
員
　
田
中
浩
江

初
心
者
の
た
め
の
基
礎
の
基
礎
　
古
文
書
講
座

第
２
回
（
毎
月
不
定
期
開
催
）

○
日
時
／
６
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
～

○
会
場
／
東
御
市
中
央
公
民
館
　
７
号
教
室

○
内
容
／
古
文
書
を
読
む
た
め
の
技
術
養
成

　
講
座

○
講
師
／
と
う
み
歴
史
研
究
会
員
、
東
御
市

　
文
書
館
学
芸
員
　
田
中
浩
江

○
募
集
コ
ー
ス
／

　
①
生
産
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

　
　
定
員
　
数
名
程
度

　
②
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科
　

　
　
定
員
　
15
名

　
　
訓
練
期
間
　
８
月
１
日
（
火
）
～
令
和

　
　
６
年
１
月
30
日
（
火
）（
６
カ
月
訓
練
）

○
場
所
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

　
　
　
　
（
長
野
市
吉
田
４
ー
25
ー
12
）

○
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
方

○
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
）

○
内
容
／
も
の
づ
く
り
の
知
識・技
能・技
術

を
身
に
付
け
、早
期
に
就
職
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

○
申
し
込
み
／
７
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
見
学
会
の
ご
案
内

○
日
時
／
６
月
７
日
（
水
）
・
21
日
（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

○
場
所
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

○
内
容
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
で
実
施

す
る
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
説
明
、
施

設
見
学
等

○
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
方
の
み

教
育
資
金
利
子
補
給

掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
希
望
掲
載
日
の
２

カ
月
前
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
市
の
基
準
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
東
御
市
企
画
振
興
部
企
画
振
興
課

　
広
報
担
当
ま
で

shiho-tom
i

＠city.tom
i.nagano.jp

　
☎
64
―
５
８
９
３ 

Ⓕ
63
―
５
４
３
１

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

大
川
ほ
た
る
祭
り

と
う
み
歴
史
研
究
会

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
８
月
開
講

コ
ー
ス
受
講
者
募
集

　
　
・
問
／
教
育
課
　
学
校
施
設
・
青
少
年

　
　
　
　
　
教
育
係
　
　
☎
64
︱
５
９
０
６

申
請

●
問
／
田
中☎

０
９
０
ー
４
７
３
８
ー
６
６
９
２

●
　
　
・
問
／

　
会
長
・
武
舎
秀
雄 

☎
０
９
０
ー
２
２
５
６
ー
０
０
９
８

　
会
計
・
田
中
浩
江 

☎
０
９
０
ー
４
０
６
０
ー
０
２
８
７

　
庶
務
・
望
月
貴
弘 

☎
０
９
０
ー
７
２
２
３
ー
５
３
８
７

申
込

●
問
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

☎
０
２
６
ー
２
４
３
ー
７
８
５
６
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❖ラジオ市報とうみ　毎日　【朝】午前７時40分～45分　【夕】午後６時40分～45分
❖告別式のお知らせ　ラジオ市報とうみ【夕】の放送時間内（おくやみ放送がある時のみ）
❖地域おこし協力隊活動中　毎月第１・第３月曜日　午前９時30分～午前10時
❖とうみ日和～ラジオ市長室～　毎月最終火曜日　午前11時～午前11時30分
❖市民情報広場　毎月第２・第４木曜日　午前８時25分～午前８時40分

　
①
講
談
で
学
ぶ
相
続
・
遺
言

　
　
講
談
師
　
神か

ん
だ田 

織お
り
ね音 

氏
　

　
②
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　
　
長
野
家
庭
裁
判
所
　
上
田
支
部
職
員
　

　
③
市
民
後
見
人
養
成
講
座
に
つ
い
て

　
（
希
望
者
の
み
）

※
市
民
後
見
人
養
成
講
座
受
講
希
望
者
は

　
医
療
現
場
の
実
務
に
役
立
つ
知
識
と
技
能

を
身
に
着
け
、
関
連
す
る
３
つ
の
資
格
を
取

得
の
う
え
、
医
療
機
関
へ
早
期
就
職
を
目
標

と
す
る
３
カ
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

○
訓
練
期
間
／

　
９
月
１
日
（
金
）
～
11
月
30
日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
訓
練
施
設
／
㈱
ニ
チ
イ
学
館
　
長
野
支
店

○
訓
練
場
所
／
上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

（
上
田
市
中
央
４
ー
９
ー
１
）

○
費
用
／
受
講
料
無
料
（
教
科
書
代
・
各
検

定
料
等
実
費
あ
り
）

○
対
象
者
・
定
員
／
求
職
者
20
名

○
申
し
込
み
／
８
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
業
訓
練
担
当

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
入
校
選
考
／
８
月
21
日
（
月
）
（
時
間
・

場
所
等
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

○
試
験
日
時
／
９
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
ま
で

　（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
）

　
場
所
／
上
田
合
同
庁
舎
６
階
　
講
堂

○
願
書
受
付
／
７
月
４
日（
火
）～
６
日（
木
）

ま
で
の
３
日
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

　
場
所
／
長
野
県
上
田
合
同
庁
舎
３
階
　

３
０
１
会
議
室

○
受
験
手
数
料
／
調
理
師
試
験（
６
４
０
０
円
）、

　
製
菓
衛
生
師
試
験（
９
７
０
０
円
）

○
合
格
発
表
／
10
月
18
日
（
水
）
　

○
そ
の
他
／
必
要
書
類
は
、
左
記
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

○
日
時
／
７
月
９
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
　
予
備
日
23
日
（
日
）

○
場
所
／
東
御
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
（
高
校
生

以
下
は
除
く
）

○
種
別
／一般
男
子
、女
子
の
部（
制
限
な
し
）

　
壮
年
１
部
男
子
（
45
歳
以
上
）

　
壮
年
２
部
男
子
（
65
歳
以
上
）

　
壮
年
女
子
の
部
（
50
歳
以
上
）

　
小
学
男
子
、
女
子
の
部

※
申
込
人
数
に
よ
り
、
年
齢
や
種
別
の
調
整

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
／
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
か
ら
③
す
べ
て
の
受
講
が
必
須
と
な

り
ま
す
。

○
日
時
／
７
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
20
分
ま
で

　
（
開
場
午
後
０
時
）

○
会
場
／
丸
子
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
上
田
市
上
丸
子
１
４
８
８
）

○
対
象
者
／
上
田
市
、
東
御
市
、
長
和
町
、

青
木
村
在
住
の
方

○
定
員
／
１
０
０
名

○
申
し
込
み
／
７
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
左

記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放送日 内容 出演
６月８日・22日 消費生活情報、まちをきれいにする月間 生活環境課

スマートフォン用アプリ
「FM++」

アプリでも聴けます

都合により内容は変更になる場合があります。

行政情報ラジオ番組案内　はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHzで放送中行政情報ラジオ番組案内　はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHzで放送中

令
和
５
年
度
成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

楽
し
く
学
ぼ
う
！

〈
遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
制
度
〉

公
共
職
業
訓
練
「
医
療
事
務
科
」

受
講
生
募
集

令
和
５
年
度
　
調
理
師
試
験
お
よ
び

製
菓
衛
生
師
試
験

コ
ト
ヒ
ラ
杯
東
御
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

問／エフエムとうみ　☎63−1003　　企画振興課　移住定住・シティプロモーション係　☎64−5893

●
　
　
・
問
／
上
小
圏
域
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎
27
ー
２
０
９
１

申
込

●
問
／
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

☎
39
ー
１
１
１
１

●
問
／
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
食
品
・
生
活

　
衛
生
課
（
長
野
県
上
田
合
同
庁
舎
３
階
）

☎
25
ー
１
７
５
３

●
　
　
・
問
／
東
御
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
　
　
　
　
　
事
務
局
（
久
保
）

☎
０
９
０
ー
４
１
８
０
ー
２
６
２
０

申
込
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〈広告欄〉 ※この広告は「東御市広告掲載要綱」に基づいて掲載しています。広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

１日 ㈭
祢津東町歌舞伎公演2023　
三番叟・祢津小学校子ども歌舞伎クラブ　
　　　「義経千本桜」

２日 ㈮
祢津東町歌舞伎公演2023　
祢津東町歌舞伎保存会
「一谷嫩軍記‐三段目 熊谷陣屋の場‐」

３日 ㈯

＜9：00・15：00・21：00＞
・熱中！ティーンズ　東御市立東部中学校
　男子ソフトテニス部
＜10：00・16：00・22：00＞
・東御市民病院ミニ講座　内科・宮嶋医師

４日 ㈰ 第１回東信男声合唱団の集い

５日 ㈪ 月刊とうみチャンネル５月号　前半

６日 ㈫ 月刊とうみチャンネル５月号　後半

７日 ㈬ 第９回しんたい学会
－パネルディスカッション－

８日 ㈭ どんどこ！巨大紙相撲大会　雷電東御場所

９日 ㈮ 第19回ひだまり杯～とうみ☆スピリッツ
の試合～（撮影：とうみ☆スピリッツ）

10日 ㈯ 第2回マンドリーノ・青いくるみ定期演奏会

11日 ㈰ 第17回東御市子どもフェスティバル

12日 ㈪ 令和５年東御市議会６月定例会 開会

13日 ㈫ ＜生中継９：00～＞　
令和５年東御市議会６月定例会 一般質問

14日 ㈬ ＜生中継９：00～＞　
令和５年東御市議会６月定例会 一般質問

15日 ㈭ 第１回東信男声合唱団の集い

16日 ㈮ 第41回舞踊部会発表会
（制作：東御市文化協会舞踊部会）

17日 ㈯ 学校だより６月号

18日 ㈰ チャレンジデー2023　東御市の挑戦！

19日 ㈪ グリーンファームカレッジ2023
「除草剤の基礎知識と上手な使い方」

20日 ㈫
祢津東町歌舞伎公演2023　
三番叟・祢津小学校子ども歌舞伎クラブ
　　　「義経千本桜」

21日 ㈬
祢津東町歌舞伎公演2023
祢津東町歌舞伎保存会
「一谷嫩軍記‐三段目 熊谷陣屋の場‐」

22日 ㈭ 第2回マンドリーノ・青いくるみ定期演奏会

23日 ㈮ 第19回ひだまり杯～とうみ☆スピリッツ
の試合～（撮影：とうみ☆スピリッツ）

24日 ㈯ 令和５年度運動会　田中小学校（予定）

25日 ㈰ 令和５年度運動会　滋野小学校（予定）

26日 ㈪ 令和５年度運動会　祢津小学校（予定）

27日 ㈫ 令和５年度運動会　和小学校（予定）

28日 ㈬ 令和５年度運動会　北御牧小学校（予定）

29日 ㈭
＜9：00・15：00・21：00＞
・学校だより6月号
＜10：00・16：00・22：00＞
・第17回東御市子どもフェスティバル

30日 ㈮ チャレンジデー2023　東御市の挑戦！

Weekly ! とうみ　東御市の話題をお伝えします！
毎週金曜日更新　
【放送時間  ６：00 ～ 12：00～ 18：00～　】
動画はこちらからもご覧いただけます

【放送時間  9：00～  15：00～  21：00～】とうみチャンネル6月番組案内　地上112/CATV004で放送中とうみチャンネル6月番組案内　地上112/CATV004で放送中

ウイークリーとうみ

問／上田ケーブルビジョン　☎23−1600　　
　　企画振興課　移住定住・シティプロモーション係　☎64−5893
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情 報 コ ー ナ ー

○マイ・リトル・ヒーロー 冲方 丁：著
○月と散文 又吉 直樹：著
○ビジネスパーソンのためのＳＱＬ入門 高橋 光：著
○誕生日事典 鏡 リュウジ：著
○株の投資大全 小泉 秀希：著
○世界情勢地図を読む 宮家 邦彦：著
○いちばんやさしい遺言書ガイド 大竹 夏夫：著
○視力防衛生活 綾木 雅彦：著
○フェムテック 吉岡 範人：著
○栗原家のごはん 栗原 心平：著
○ワンルームから宇宙をのぞく 久保 勇貴：著
○信州追憶の列車 小西 純一：写真
○かんたん！らくらく！草取りのコツ 神津 博：監修
○アウトドア六法 中島 慶二：他監修
○はじめての難しい折紙 勝川 東：著

○家のおばけずかん ハイ！ 斉藤 洋：作
○都会のトム＆ソーヤ ２０ はやみね かおる：作
○スパイ暗号クラブ ２ ペニー・ワーナー：作
○西の果ての白馬 マイケル・モーパーゴ：作
○ブックキャット ポリー・フェイバー：作
○紫禁城の秘密のともだち ３ 常 怡：作
○おねえちゃんって、あれれ、あかちゃん？ 
 いとう みく：作
○プッチェットのぼうし アヤ井 アキコ：絵
○げんきだしていこう！のおまじない 西平 あかね：作
○こしたんたん りとう ようい：作
○さっぱりざむらい よしむら あきこ：作
○ちきゅうのかいだん 松岡 たつひで：作
○バレエ団のねこピンキー スザンヌ・ヌーバ：絵
○聞いて聞いて！ 長崎 訓子：絵
○どなたでもどうぞ！ サム・シャーランド：作

❖ 一 般 書

❖ 児 童 書

❖「くまのこ」による★おはなし子ども会　
　日　時　７月15日（土）午前10時30分～
　対　象　未就学児～小学生

❖図書館職員による★おはなし会
　日　時　７月14日（金）午前10時30分～
　対　象　未就園児とその保護者

❖月末図書整理日　６月30日（金）

祢津公民館 ４日㈫
午前10時～午前11時滋野コミュニティーセンター 10日㈪

和コミュニティーセンター 21日㈮
東部子育て支援センター 24日㈪ 午前10時30分～

　　　午前11時30分北御牧子育て支援センター 25日㈫

ママ～ずリズム・絵本 ３日㈪※ 午前10時30分～午前11時30分
ふれあいひろば ５日㈬※ 午前10時30分～午前11時30分
1歳のお誕生会

（対象：令和4年6・7月生まれ） ６日㈭※ 午前10時30分～午前11時30分

育児座談会（篠原君江助産師） 11日㈫※ 午前10時30分～午前11時30分
わんぱくビクス 12日㈬※ 午前10時30分～午前11時30分
おもちゃドクター  13日㈭※ 午前10時～午前11時
0歳児のママひろば（昔あそび） 19日㈬※ 午前10時30分～午前11時30分

田中保育園
滋野保育園
祢津保育園
和保育園
北御牧保育園

☎62－1602
☎63－6468
☎63－6816
☎63－6815
☎67－2093

11日㈫ 
保育園で楽しく遊びましょう
午前9時30分～午前11時
持ち物　水筒、帽子

くるみ幼稚園 ☎75－6113

４日㈫ 園庭で遊びましょう
11日㈫ 園庭で遊びましょう
18日㈫ プール遊び
午前10時～午前11時30分
持ち物　上履（親子とも）
　　　　水筒、帽子
 (※プール遊びの時はプール
　　遊びができる用意）

海 野 保 育 園 ☎62－2800
20日㈭ 水遊びをしましょう
午前9時30分～午前11時
持ち物　
水筒、帽子、タオル、着替え一式

市
立
保
育
園

※急な変更や中止の場合もありますので、詳細は事前に各園までお問い合わせください。

すくすく相談（芹澤文子臨床発達心理士）
レッツ！トイレトレーニング 26日㈬※ 午前10時30分～午前11時45分

初めての赤ちゃんひろば
(対象：生後1～4カ月の母子) 27日㈭※ 午後１時30分～午後２時30分

ぽけっとひろば

東部子育て支援センター（すくすくひろば）
開館時間　月～土曜日（日曜日、祝日、年末年始は除く）
午前９時～正午、午後１時～午後４時　※印は10組要予約
7月18日（火）より開館します。

会場　図書館３階　くるみのへや

毎週月曜日は休館日です。

 行事の詳細は子育てポータルト「すくすくぽけっと」  
http://tomi-sukusuku.jpで配信しています。

休館のお知らせ

行事予定

新着本案内

子育てインフォメーション（７月）子育てインフォメーション（７月）

７月 園開放７月 園開放

図書館だより図書館だより

開館時間　　月～金曜日（土、日、祝日、年末年始を除く）
7月１日～7月14日 午前９時～正午、午後１時～午後3時
7月18日～7月31日 午前9時～午後2時30分

北御牧子育て支援センター（みまき未来館）　

※印は10組要予約

問／保育課　保育係　☎64−5903 問／市立図書館　☎64−5886

問／北御牧子育て支援センター（みまき未来館）☎67−3676
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※がついている日は終了後、医療と介護の相談会を開催します。 乳幼児健康診査 対　　象
４か月児健診 ７月26日（水） 令和５年３月生
10か月児健診 ７月19日（水） 令和４年９月生
１歳６か月児健診 ７月25日（火） 令和４年１月生
２歳児歯科健診 ７月４日（火） 令和３年５月生
３歳児健診 ７月18日（火） 令和２年５月生

ごっくん離乳食教室 ７月27日（木） 対象：令和５年２月生
もぐもぐ離乳食教室 ７月28日（金） 対象：令和４年12月生

らくらく教室　　　頭と体を無理なく刺激する介護予防教室
中央公民館（中）/
人権啓発センター（人）

５日㈬※人、12日㈬人、19日㈬人、26日㈬中

午前10時～午前11時
滋野コミュニティー
センター

４日㈫、11日㈫※、18日㈫、25日㈫
午前10時～午前11時　　

祢津公民館 ５日㈬、12日㈬、19日㈬、26日㈬※

午後２時～午後３時　
和コミュニティー
センター

３日㈪、10日㈪※、24日㈪、31日㈪
午前10時～午前11時　

北御牧公民館 ７日㈮、14日㈮、21日㈮※、28日㈮
午前10時～午前11時　

転倒予防水中ウォーキング ７日㈮、14日㈮、21日㈮、28日㈮
時間：午後２時～午後２時30分
場所：温泉アクティブセンター（入館料 1,200円が別にかかります）

受付時間：午後０時50分～　開始時間：午後１時
場 所：市保健センター　総合福祉センター２階
持 ち 物：母子手帳、おたずね票、赤ちゃんすくすくブック
　　　　　バスタオル（４か月、10か月、１歳６か月）　
※発熱・体調不良やクラス閉鎖になっているお子さまは、翌月以降
　の健診にお越しください。

受付時間：午前９時～　開始時間：午前９時30分
場　　所：市保健センター　総合福祉センター２階
持 ち 物：母子手帳、おたずね票、赤ちゃんすくすくブック、
　　　　　食事用エプロン、バスタオル※もぐもぐ離乳食教室のみ離乳食のスプーン

かんたん
体操 ６日㈭、20日㈭ 時間：午後２時～午後３時

場所：総合福祉センター貯筋体操 11日㈫ 、25日㈫ 

地域活動支援センター（要申請） はーと・ほっと・サロン
日時 毎週月～金曜日　午前10時～午後３時 ７月10日（月）午後１時30分～午後３時30分
場所 東御障がい者相談センターさくら２階 滋野コミュニティーセンター　和室
対象 心に病を持った方やその家族など　※陽だまりの会会員募集中

相談名 実施日 時　間 場　所 申し込み 問い合わせ先
母と子の健康相談 毎週火曜日 午前９時～午前11時

市保健センター

不要 保健係
　☎64−8882
健康増進係
　☎64−8883

（オンライン相談も
受け付けています）

母と子の栄養相談 ７月４日（火） 午前９時～午前11時
精神科医・精神保健福祉士
によるこころの相談 月2回程度 午後２時～午後４時 予約制２名まで

こころの健康・依存症に関する相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 不要
生活習慣病相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時

総合福祉センター

不要

ひきこもり支援に関する相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 不要 保健係
　☎64−8882

認知症個別相談 毎週水曜日 午前９時～午後４時30分 予約制

地域包括支援係
　☎64−5000

家族会（認知症に関する情報交換） ７月21日（金）午後１時30分～午後３時 不要

医療・介護・福祉の出張相談

７月５日（水）

午前10時～午前11時

中央公民館

不要
７月10日（月） 和コミュニティーセンター
７月11日（火） 滋野コミュニティーセンター
７月21日（金） 北御牧公民館
７月26日（水）午後２時～午後３時 祢津公民館

生活・就労総合相談「まいさぽ」
（生活全般、就労、ひきこもり等） 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 総合福祉センター 不要 社会福祉協議会

　☎75−0222
人権擁護委員による心配ごと相談
(家庭・隣人・職場等の人権問題） ７月７日（金） 午前９時～正午

午後１時～午後４時
東部人権
啓発センター

不要 人権同和政策係
　☎64−5902人権よろず相談（法律・登記・行政・

人権・心の健康など） ７月14日（金） 午前９時～正午
（受付 午前11時30分まで）

法律相談のみ
予約制

女性弁護士による法律相談 ７月26日（水） 午前９時30分～午前11時
30分（１人30分４名まで） 予約制 男女共同参画係

　☎64−5902
ミニジョブカフェ

（若者の就労相談） ７月20日（木） 午後１時30分～
　　　　　午後４時30分

コワーキングス
ペース　えべや 予約制 商工労政係

　☎64−5895
在住外国人相談

（ポルトガル語・スペイン語） 毎週月～金曜日 午前９時～午後４時 市役所本館
生活環境課 不要 生活安全係

　☎64−5896
消費生活相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 消費生活センター

（生活環境課隣） 不要 消費生活センター
　☎75−2410

地域包括支援センター案内（７月）地域包括支援センター案内（７月） 保健案内保健案内

福祉案内福祉案内 問／福祉課　福祉援護係　☎64−8884

定期相談コーナー定期相談コーナー （閉庁日を除きます）

問／福祉課　地域包括支援係　☎64−5000 問／健康保健課　保健係　☎64−8882

東御市ひきこもり・孤立相談
窓口（まいさぽ東御）

市報とうみ（2023年6月）29



情 報 コ ー ナ ー

新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口 受診・相談センター　☎25−7178
休日・夜間当番薬局 上田薬剤師会ホームページで確認してください。≪http://www.uedayaku.org/touban≫

日曜当番医

診療時間

午前９時
～

午後５時

月日 医療機関名 電話番号 ＊緊急の場合は主治医に連絡し、主治医不在の場合は
当番医に連絡してください。

＊急きょ当番医が変わることがあります。次の電話案
内等で確認してください。

≪休日･夜間緊急医案内サービス≫
　 ☎050−3033−0665　　

６月４日 東御市民病院 ☎62−0050

６月11日 東御記念セントラルクリニック ☎62−1231

６月18日 ほしやま内科 ☎62−3115

６月25日 酒井医院 ☎64−3170

休日の歯科
救急治療　

上田小県歯科医師会　休日歯科救急センター　☎24−8020 
診療時間：午前９時～午後３時／住所：上田市材木町１−３−６（上田小県歯科医師会館内）

夜間の内科・
小児科診療　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・内　科　☎21−2280
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小児科（15歳以下）☎21−2233
診療受付：午後７時～午後10時30分／電話相談：午後７時～午後11時　※電話で診療受付をしてください。

夜間の小児の
救急電話相談

長野県小児救急電話相談　☎＃8000 
相談時間：午後７時～翌朝８時（ダイヤル回線、IP電話は☎0263−34−8000）

上田市内科・小児科初期救急センター　

文化会館・美術館のイベント情報文化会館・美術館のイベント情報

休日・夜間の救急医療案内休日・夜間の救急医療案内

問／健康保健課　地域医療推進係　☎64−8883
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Vol.73
2023.6地域おこし協力隊地域おこし協力隊がが行く行く！！

情 報 コ ー ナ ー

新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口 受診・相談センター　☎25−7178
休日・夜間当番薬局 上田薬剤師会ホームページで確認してください。≪http://www.uedayaku.org/touban≫

日曜当番医

診療時間

午前９時
～

午後５時

月日 医療機関名 電話番号 ＊緊急の場合は主治医に連絡し、主治医不在の場合は
当番医に連絡してください。

＊急きょ当番医が変わることがあります。次の電話案
内等で確認してください。

≪休日･夜間緊急医案内サービス≫
　 ☎050−3033−0665　　

６月４日 東御市民病院 ☎62−0050

６月11日 東御記念セントラルクリニック ☎62−1231

６月18日 ほしやま内科 ☎62−3115

６月25日 酒井医院 ☎64−3170

休日の歯科
救急治療　

上田小県歯科医師会　休日歯科救急センター　☎24−8020 
診療時間：午前９時～午後３時／住所：上田市材木町１−３−６（上田小県歯科医師会館内）

夜間の内科・
小児科診療　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・内　科　☎21−2280
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小児科（15歳以下）☎21−2233
診療受付：午後７時～午後10時30分／電話相談：午後７時～午後11時　※電話で診療受付をしてください。

夜間の小児の
救急電話相談

長野県小児救急電話相談　☎＃8000 
相談時間：午後７時～翌朝８時（ダイヤル回線、IP電話は☎0263−34−8000）

上田市内科・小児科初期救急センター　

文化会館・美術館のイベント情報文化会館・美術館のイベント情報

休日・夜間の救急医療案内休日・夜間の救急医療案内

問／健康保健課　地域医療推進係　☎64−8883

編集担当・地域おこし協力隊　小林

4 月 着 任 の 新 隊 員 を 紹 介 し ま す！

山﨑 麻由隊員（文化振興支援）

森山 雅斗隊員（スポーツ振興支援）

佐野 悠斗隊員（文化振興支援）

体操動画シリーズを
YouTubeで公開しています！

　文化係で主に教育普及事業を担当しています。３月
までは瀬戸内の離島にある美術館に勤務し、地域の子
ども達と作品を鑑賞したり、世界中から訪れるお客さ
まに島の歴史や風景を案内したりしていました。働
く中で島の方々から生活文化や歴史を教わったことが
きっかけで、知らない地域に飛び込み、独自の文化に
触れながら地域振興に携わりたいと考えはじめました。
そこで東御市の協力隊を知り、地元・新潟県に近いこ

とも後押しとなり応募
を決めました。
　初めての山に囲まれ
た生活は、空気の香り
や音、スーパーに並ぶ
食材まで違い、ワクワ
クする毎日です。お会
いする機会があったら、
ぜひ東御のことをたく
さん教えてください！

　「子どもの運動あそび機会の充実による地域振興支
援」として文化・スポーツ振興課スポーツ係に配属さ
れました。昨年度までは日本体育大学学友会体操部
に所属しており、夏合宿の際に東御市の温かい歓迎に
より各小学校で体操の指導や、交流会を通して市の皆
さまと楽しく関わりを持たせていただきました。そん
な東御市に恩返しをしたく、地域おこし協力隊として
やって参りました。
　現在は、総合型地域スポーツクラブ「Sany TOMI」

で、子どもたちと楽しく体を
動かしたり、身体教育医学研
究所が行っている里山探検な
ど、地域のスポーツ現場にも
参加しています。将来を担う
子どもたちの健やかな体を育
めるよう、培ってきた体操を
活かし、皆さまに貢献できる
よう努めて参ります。

　梅野記念絵画館・ふれあい館で学芸業務を担当して
います。今年の３月に東京の美術大学を卒業し、新社
会人として来ました。大学時代は主に博物館学を専攻
し、日本の抽象画家の研究を行っていました。
　卒業後の道を探す中で、大学の教授から協力隊への
ご縁をいただいたことをきっかけに、実際に東御市を
訪れ、豊かな自然や地域に根差した美術作品などに触
れたことで、都心とは大きく異なる環境に興味を惹か
れました。そして、地域の皆さまにアートの面白さを
伝え、より芸術文化を発展させていきたいとの思いか

ら移住を決めました。
　学芸員として、地
域の皆さまが訪れた
くなるような、ゆっ
たりと充実した時間
を過ごせるような美
術館づくりを目指し
ていきたいです！

　森山雅斗隊員と、協力隊 OG の鈴木清香元隊員が、
日本体育大学体操部の皆さんとコラボして作成した

「チャレンジ 15 分体操動画シリーズ」を YouTube 東
御市チャンネルで順次公開しています。体操部の皆さ
ん約 100 名が出演する体操パフォーマンスは圧巻で
す。ちなみに、森山隊員は体操のテレビ番組にも出演
している “ 体操のプロ ”。そんな豪華な出演者がお手
本をする動画を、子ども用の体操から、ご高齢の方々
向けの体操まで、さまざまな種類を作成しています。
ぜひご自身に合った体操をご覧いただきながら、体を

動かしてみて
ください！

東御市チャンネル
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まるごと生活百科

〈広告欄〉 ※この広告は「東御市広告掲載要綱」に基づいて掲載しています。広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

ワンポイントメモ税国 民 年 金 アドバイス
個人市県民税について

6月の納税 （納期限 6 月30日）
・市県民税（普通徴収）（1期）
・国民健康保険税（普通徴収）（1期）

　個人市県民税は原則として、１月１日に住所がある市町村
で、前年の所得が一定額以上ある方に課税されます。１月２
日以降に転居または死亡した場合でも１年分の個人市県民税
を支払う義務が発生します。
　個人市県民税には、均等割と所得割があります。均等割と
は、納税者の所得金額の多寡によらず一定額を納税するもの
です。また、所得割とは、納税者の前年の所得金額を基礎と
して税額を計算するものです。
　均等割については「東日本大震災からの復興に関し地方公
共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係
る地方税の臨時特例に関する法律」の施行により、平成26
年度から令和５年度の10年間、それぞれ500円が加算され
ています。
　この増額分は、市民の皆さまが安心して暮らすことができ
るまちづくりを進めるため、防災拠点や防災設備の整備など
防災・減災事業を実施するための財源に充てられます。

　普通徴収の皆さまには、６月９日（金）に納税通知書を発
送しますので、４期（６・８・10・12月）に分けてお支払
いください。
　普通徴収…納税義務者本人が納税通知書により直接納税す

る方法
　特別徴収…納税義務者の個人市県民税を特別徴収義務者が

給与や年金からの天引きにより納税する方法
●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎64－5877

個人市県民税の普通徴収について

※県民税の均等割額のうち500円は、「長野県森林づくり県民税」として課税さ
れています。

均等割の年税額年税額（平成26年度から令和5年度まで）
市民税均等割額 県民税均等割額※ 合　計
3,500円 2,000円 5,500円

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1082
　市民課　国保年金係　☎75－8810

年金の「未納」「未加入」「免除」期間がある
60歳以上の方へ

ご存知ですか『任意加入』
　国民年金には、ご本人の申出により「60歳から65歳未満」
の５年間、国民年金保険料を納めることで、65歳から受け
取る老齢基礎年金を増やすことができる「任意加入制度」が
あります。

　つぎの①～④のすべての条件を満たす方です。
　　①日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
　　②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない方
　　③20歳以上60歳未満までの保険料の納付月数が480月

（40年）未満の方
　　④厚生年金保険、共済組合等に加入していない方
※年金の受給資格期間を満たしていない65歳以上70歳未満
の方も加入できます。
※外国に居住する日本人で、20歳以上65歳未満の方も加入
できます。

　口座振替での納付となります。

◦申し出された月より前にさかのぼって加入することはでき
ません。
◦任意加入をやめるときも手続きが必要です。

　小諸年金事務所または市民課国保年金係
※納付月数や未加入月数などの相談は、小諸年金事務所へお
問い合わせください。

◦個人番号確認書類（マイナンバーカード・通知カード・マ
イナンバーが記載された住民票の写し）または、年金手帳
◦印鑑（通帳の届出印）
◦預金通帳

任 意 加 入 で き る 方

納 付 方 法

注 意 事 項

手 続 き 場 所

持 　 ち 　 物
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ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し
上げます。（令和５年４月に寄附をいただいたものです）

〈教育費寄附金〉
和小学校、東部中学校の図書購入に対する寄附
・有賀　睦雄　様（20万円）

●問い合わせ先
　教育課　学校施設・青少年教育係	 ☎ 64 - 5906

〈広告欄〉

一 般 寄 附 金

東御市チャンネル

チャンネル登録 お願いします

“とうみ”の旬な情報を動画で配信！！

※YouTubeを通じた視聴等における通信料は、利用
者各自の負担となります。東御市チャンネル

●問い合わせ先　生活環境課　生活安全係　☎ 64－5896

東御市消費生活センター
一人で悩まず、気軽に相談を！

消費生活ガイド

　消費生活センターでは、市内にお住まいの方から「商品や
サービスの契約で事業者とトラブルになった」「製品を使っ
てケガをした」などの、消費生活に関する消費者と事業者間
のトラブルについての相談受付や消費生活に役立つ情報の提
供など行っています。
　相談があった場合、消費生活相談員が事業者との自主交渉
の方法や具体的な解決策などについて助言し、ケースによっ
ては交渉のお手伝い（斡旋）をすることもあります。

　令和４年度に消費生活センターに寄せられた相談件数は
212件（前年比＋37件）でした。相談内容は下表のとおりです。

【相談の具体例】
◦通信販売…１回だけのつもりで商品を購入したが、４回の

定期購入と言われたので解約したい。
・店舗での購入…お店との購入トラブルになっている。
・架空請求…心当たりのない未納料金があるというメールが

届いた。
・訪問販売…訪問販売業者から、商品の購入を強引に勧めら

れた。
・電話勧誘…電話で勧められた商品を購入したが、返品したい。
・訪問購入…不用品を買い取りたいと不審な人の訪問があっ

た。
・その他…マルチ商法、送付け商法　等

　相談の際は、契約書等の関係書類やトラブルに至った状況
についてのメモ、商品の写真などをご用意ください。

相 談 状 況

相 談 方 法

令和４年度相談件数（前年比較）
◦通信販売 66件（＋11件）◦電話勧誘 10件（＋03件）
◦店舗での購入 42件（＋04件）◦訪問購入 2件（−03件）
◦架空請求 10件（−15件）◦その他 66件（＋37件）
◦訪問販売 16件（±00件）

東御市消費生活センター（市役所本館1階　生活環境課内）
受付時間　平日９時～17時　　連絡先　☎75－2410
※土日祝日（年末年始を除く）は☎188 消費者ホットラ
インへ

【登録方法】
左記二次元コードを読み取るか 、
LINEの「友だち追加」⇒「ID検索」
ID：＠tomicity を検索！

お役立ち情報をお届け！！

東御市
LINE公式アカウント
友だち募集中！！
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ほどよく、田舎。とうみ ～今月のベストショット～

〔撮影者〕おしゃれ登山部さん
〔タイトル〕「田植え前の夕暮れ」

夕暮れ時にマラソンをしていたら美しすぎた
ので思わずパシャリ。標高差で見える景色が
変わる東御市は魅力的です。

撮影場所：上信越道側道東上田付近
撮影日：2023年５月11日

５月は６件の応募が
ありました。
すべての作品をこち
らからご覧いただけ
ます。

７月号掲載の応募締め切りは　６月12日（月）

撮影者から一言

応募作品一覧公開中
①氏名②ペンネームで掲載希望の方はペンネーム③写真タイトル④撮
影場所⑤撮影年月日⑥写真に込めた“ほどよく、田舎”について（50
字以内）以上を記載のうえ、写真と一緒に市公式 LINEまたはメール
アドレス（shiho-tomi@city.tomi.nagano.jp）へお送りください。

1歳の誕生日おめでとう！
ご家族からお祝いのコメント

とうみっ子!!とうみっ子!!す す 育
く く て

６月
生まれ

令和5年度
市報とうみ掲載広告を
募集します

　市では、地域経済の活性化と自主財源の確保を
目指すため、有料広告を募集します。
　皆さまの事業の PR にご活用ください。

【広告料】１枠　11,000 円
【規格縦】50 ｍｍ、横 170 ｍｍの黒一色刷り
【申し込み】 市報とうみ広告掲載申込書に必要事

項を記入のうえ、広告の原稿を添え
てメール等でお申込みください。

※申込書は市ホームページからダウン
ロードしてください。

※東御市広告掲載要綱等の規定により掲
載できない場合がありますので、事前
にお問い合わせください。

申し込み・問い合わせ

企画振興課　移住定住・シティプロモーション係
☎ 64 － 5893
shiho-tomi@city.tomi.nagano.jp

市ホームページ

ちーくん、1歳のお誕生日お
めでとう♥
ちーくんの笑顔にとっても癒
されてるよ
これからもたくさん食べて、
すくすくおおきくなってね♪	

鈴
すず
木
き
　千

ち
優
ひろ

ちゃん
（赤岩） 

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・電話番
号・コメント50字程度を添えて、shiho-tomi@
city.tomi.nagano.jpへメールいただくか、市公
式LINE（ID：＠tomicity）までお送りください。
締め切りは、６月 8日（木）必着。

（対象者 ７月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆
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東御の日、市民憲章、
市花、市木、市蝶が制定

2006年
10月3日

田中牧家線が開通
魅力あるまち並みへ

青空のもと、道の駅に
威風堂々の雷電像建立

2004 ▶︎2023

　2004（平成16）年４月１日、県下18番目の市として誕生した東御市。来年、20周年の節目を迎えます。
　今月号は、2006 年 ( 平成18 年 ) と2007 年 ( 平成19 年 ) の市報とうみで紹介した様々な出来事の中から、懐かしの
一場面を振り返ります。

　市民の一体感をより一層高めるとともに、市のイメージ
アップを図るため、まちづくり審議会、市民の皆さんから
の公募を経て市民憲章と市花（レンゲツツジ）・木（くるみ）・
蝶（オオルリシジミ）の策定式典が行われました。

　平成９年度に事業着手した「田中牧家線」の田中駅前交
差点から常田南交差点までの街路工事が完了し、竣工式が
行われました。宿場町をイメージさせる魅力あるまち並み
へ生まれ変わりました。

　和地区出身の彫刻家竹内不忘さんにより制作された、
雷電像の除幕が道の駅雷電くるみの里で行われました。
記念式典では雷電太鼓保存会による勇壮な太鼓の演奏が
行われました。

2006年 10月 3日

11月 3日

3月 3日

2007年 8月 3日

9月17日

 11月 3日

東御の日、市民憲章・市花・
市木・市蝶が制定
丸山晩霞記念館がサンテラス
ホール隣にオープン
田中小学校体育館が完成し竣
工式が行われる
東御市民まつりの愛称が「東
御どすこい SUNSUN」に決
まる
道の駅雷電くるみの里に「雷
電」の像が建立
都市計画道路「田中牧家線」
が完成し、竣工式が行われる

2006年、2007年度の主な出来事

東御市20年の歩み東御市20年の歩み思い出思い出のの一場面一場面

2007年
11月3日

2007年
9月17日

2006
2007
年度
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ートピックスー　地域の話題

▲挨拶をする阿部会長

▲緊張の面持ちの団員

▲着物で海野宿を歩く参加者

着物レンタル会場▶

　４月18日、多様な介護予防サービス
の提供ができるような地域づくりの推
進団体を目指し、「東御どす来いサポー
ター」の設立総会が行われました。
　この会は、昨年度に行われた「介護予
防住民指導者養成講座」を経た受講者か
ら構成されており、住民主体の介護予防
サービスの立ち上げなど、介護予防分野
で活動していきます。

介護予防分野での活躍に期待介護予防分野での活躍に期待
東御どす来いサポーターが始動東御どす来いサポーターが始動

　かつて海野宿で開かれていたとされている定期
市「六斎市」に因んだイベント「海野宿れいわ六
斎市春の菖蒲まつり」が５月３日に開催されました。
　クラフト市や謎解きゲーム、多数の屋台出店の
他、着物レンタルもあり、たくさんの方が自ら選
んだお好みの着物を着て風情ある海野宿の街並み
を楽しみながら歩いていました。
　海野宿れいわ六斎市は、夏と秋にも開催予定で
す。

青空のもと初開催青空のもと初開催
海野宿れいわ六斎市海野宿れいわ六斎市

東御市更生保護女性会が東御市更生保護女性会が
４年ぶりに対面で開催４年ぶりに対面で開催

交通のルールとマナーを身につけ交通のルールとマナーを身につけ
みんなのお手本にみんなのお手本に

　４月21日、子どもたちの明るい社会を目指し支援活動
を行っている東御市更生保護女性会の総会が４年ぶりに開
催されました。
　会長の阿部貴代枝さんからは「子どもの健全育成を願い
ながら、育っていく子どもたちの手伝いや支援を少しでも
していきたい」と挨拶がありました。
　総会後は、参加された方での交流会があり、更生保護に
ついて意見交換が行われました。

　東御市交通少年団第44期生の入団式が４月15日に
開催されました。
　入団した13名（５年生）の団員は、昨年入団した
６年生とともに、学校のリーダーとして交通安全に対
しての教養を身に着け、上田交通安全協会東御部会と
連携し令和５年度の啓発活動を盛り上げていきます。

◀︎健康福祉広域支援協会
　中村崇氏の記念講演

▲東御どす来いサポーター
　活動服
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ートピックスー　地域の話題

　５月21日、湯の丸高原を発着
点とし浅間山麓を巡るサイクリン
グイベント「グランフォンド東御
湯の丸」が初開催されました。約
80・100㎞の２コースに分かれ、
タイムを競わず制限時間内に完走
を目指すイベントで、参加者は新
緑の清々しい空気の中、思い思い
に自転車を走らせていました。

サイクリングイベントがサイクリングイベントが
湯の丸高原を発着点として初開催湯の丸高原を発着点として初開催

▲雷電生家を横切り、笑みが溢れる

　春のスポーツイベント「ふれあいウォーク in 東御」が
５月21日に開催され、中央公園を発着点とし道の駅雷電く
るみの里、雷電生家を巡る全長７㎞のコースを157名が歩き
ました。参加者は、それぞれのペースで春の田園風景や指定
史跡である雷電生家などを眺め、東御市の自然と歴史を楽し
んでいました。

７㎞のコースを歩きながら７㎞のコースを歩きながら
新緑の景色、歴史を楽しむ新緑の景色、歴史を楽しむ

▲北信越市長会総会で挨拶する花岡市長

　５月12日、北信越市長会総会が開かれ出席した花岡市
長が４月21日に就任した長野県市長会長に引き続き、北
信越市長会長（全国市長会支部長を兼ねる）にも就任しま
した。
　長野県、また北信越の全市を代表し、県や国への要望活
動をはじめ、活力ある地域を目指して会長の職責を果たし
てまいります。

花岡市長、長野県市長会長および花岡市長、長野県市長会長および
北信越市長会長就任北信越市長会長就任

中央公園に子どもたちの歓声もどる中央公園に子どもたちの歓声もどる
４年ぶり、子どもフェスティバル開催４年ぶり、子どもフェスティバル開催
　第17回東御市子どもフェスティバ
ルが５月13日に、４年ぶりに中央公
園で開催され、約3000人が訪れまし
た。多くの地域団体・ボランティアの
方の協力を得て行われているイベント
となっており、参加者は地域の方と話
をしながら、バルーンアートなどのも
のづくり体験や輪投げ、ストラックア
ウトなどの遊びを楽しんでいました。

▲ものづくり体験を楽しむ家族連れ

▲輪投げを楽しむ子どもたち

▲スタートの合図とともに湯の丸高原を出発

▲新緑を感じながら田園風景を通過
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市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 4月分
令和 5 年 4月30日現在

当月分 累　計
（注1） 前年比

件 　 数 5件 22件 − 4件

傷 　 者 6名 25名 − 5名

死者（注2） 0名 0名 ±0名

（注1）令和5年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝4月の火災・救急件数＝
※カッコ内は令和5年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（ 5月１ 日現在）

令和5年4月 令和4年4月
最高気温 29.4℃（20日） 29.2℃（25日）

最低気温 −1.4℃（10日） −2.4℃（02日）

平均気温 12.2℃　 12.2℃
降 水 量 51.0㎜ 92.5㎜
※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

世帯数
	12,455世帯（＋14）
総人口
	 29,415人（＋ 3）
男	14,624人（− 2）
女	14,791人（＋ 5）

転入	 108人
転出	 90人
出生	 11人
死亡	 26人
その他	 0人
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編 集 後 記
　特集記事を書かせていただいた祢
津小学校歌舞伎クラブ。練習から取
材し児童たちの取り組む姿を見てい
たため、公演当日の堂々とした演技
姿にとても感動しました。
　公演前、カメラを構える場所を決
め、いい写真を撮影できるのか緊張
していると、その気持ちが伝わった
のか、隣に歌舞伎公演の記録係とし
て撮影に来ていた方が話かけてくだ
さいました。カメラ設定や歌舞伎公
演の撮影の仕方などアドバイスを頂
くことができ、公演本番は安心して
カメラのファインダーを覗くことが
できました。取材を通しての出会い
に感謝しています。
　新型コロナウイルス感染症が５類
感染症に移行され、市のイベントも
通常通りに戻りつつあります。たく
さんのイベント取材を通して、どん
な出会いがあるのか、今から楽しみ
です。	 （市報担当	樋村）

火災 2件（ 7件）
救急 124件（475件）

　今や国内における高地ト
レーニングの聖地として、トッ
プアスリートの注目を集める
湯の丸高原。「湯の丸」が
市民の皆さまの誇りとなるよ
う、旬な話題や小ネタなどを
シリーズで紹介していきます。

競泳ナショナルチーム公開練習
トップアスリートの泳ぎを間近で見学してみませんか！

　湯の丸高原のGMOアスリーツパーク湯の丸屋内プールにおいて「競泳
ナショナルチーム」の合宿が予定されています。
　この度、日本水泳連盟様から合宿期間中の練習の様子を、東御市民の皆さ
まに公開いただける機会を設けていただき、下記のとおり予定しております。
　今年７月の世界水泳福岡大会に出場する、トップスイマーの練習の様子を
見学できる絶好の機会です。皆さまのご来場をお待ちしております。

注意事項
⃝当日は、上履きをご持参ください。
⃝写真撮影は指定した場所のみ可とし、動
画撮影、SNSへの投稿は禁止とします。

⃝会場出入口で選手を待つ行為や、サイン
や写真撮影を求める行為はしないでくだ
さい。

⃝見学いただけるのは東御市民の方に限ら
せていただきます。

湯の丸
通信
Vol.2

GMOアスリーツパーク湯の丸	屋内プールGMOアスリーツパーク湯の丸	屋内プール

東御市民対象

●問い合わせ先　文化・スポーツ振興課　スポーツ係　☎75 －1455

日時／令和５年６月24日（土）　10：00～ 12：30
※定員：100名様（申し込み先着順）
　長野電子サービス（インターネット）による申し込み
※申し込みの開始、方法については、市ホームページ、市公
式 LINE でお知らせいたします。

※当日練習される選手は未定です。

予定


